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広報

◆低額・便利な公共交通網をめざし 
　　　　　　　　　10月１日から　低額（上限200円）運賃バスを試験運行 
◆民間の経営ノウハウを活用　サービスの向上・施設管理の効率化を図る 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43施設で指定管理者を指定 
◆安心・安全なまちづくりに向け　「京丹後市地域防災計画」を策定 

　梅雨前線の影響により７月15日夕方から降り続いた大雨で、京丹後市は甚大な日夕方から降り続いた大雨で、京丹後市は甚大な
被害を被り、とりわけ丹後町間人地域では墓地公園の崩落により直下の家屋が倒
壊し、お二人のかたが尊い命を亡くされるとともに、多くのかたが避難を余儀な
くされました。くされました。 
　市民のみなさんとともに、お亡くなりになられたお二人のご冥福を衷心からお
祈り申し上げますとともに、被災されたみなさんに心から祈り申し上げますとともに、被災されたみなさんに心からお見舞い申し上げます。お見舞い申し上げます。 
　また、救出・復旧におきましては、市消防団員のみなさんをはじめ、市内外か
らたいへん多くのかたに昼夜を問わずご協力をいただき厚らたいへん多くのかたに昼夜を問わずご協力をいただき厚くお礼申し上げます。くお礼申し上げます。 
　市としましては今後も、市民のみなさんとともに復旧に全力を上げて取り組ん
でまいります。でまいります。 

　梅雨前線の影響により７月15日夕方から降り続いた大雨で、京丹後市は甚大な
被害を被り、とりわけ丹後町間人地域では墓地公園の崩落により直下の家屋が倒
壊し、お二人のかたが尊い命を亡くされるとともに、多くのかたが避難を余儀な
くされました。 
　市民のみなさんとともに、お亡くなりになられたお二人のご冥福を衷心からお
祈り申し上げますとともに、被災されたみなさんに心からお見舞い申し上げます。 
　また、救出・復旧におきましては、市消防団員のみなさんをはじめ、市内外か
らたいへん多くのかたに昼夜を問わずご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 
　市としましては今後も、市民のみなさんとともに復旧に全力を上げて取り組ん
でまいります。 

　被災状況および復旧対応については、次号で詳しく掲載いたします。 
　また、被災・復旧への対応については、速やかにお知らせします。 
　なお、不明な点がありましたら、市役所・各市民局へご連絡ください。 

丹後町間人 
　墓地公園崩落現場 
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主な内容 



低額・便利な公共交通網をめざし 
10月１日から試験運行 

（例）間人から　網野高等学校・峰山高等学校へ通学されている高校生の場合 

乗車区間 

間人～網野高等学校 

間人～峰山高等学校 

現行 

480円 

700円 

新 

200円 

200円 

現行 

14,980円 

20,800円 

新 

6,240円 

6,240円 

１か月定期券金額 

現行 

42,680円 

59,280円 

新 

17,780円 

17,780円 

３か月定期券金額 区間運賃 

　
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
構
築
を
め
ざ
す

「
京
丹
後
市
地
域
交
通
会
議
」（
会
長
・
中
山
京

丹
後
市
長
）
で
は
、
丹
後
海
陸
交
通
の
市
内
を

走
る
四
つ
の
バ
ス
路
線
で
、
乗
車
一
回
の
上
限

運
賃
を
二
百
円
と
す
る
低
額
運
賃
バ
ス
を
十
月

一
日
か
ら
一
年
間
試
験
運
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

　
同
会
議
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
運
輸
局
京
都

運
輸
支
局
や
京
都
府
、
京
丹
後
警
察
署
、
丹
後

海
陸
交
通
（
株
）、
貸
切
バ
ス
事
業
者
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
の
代
表
、
運
転
代
行
事
業
者
の
代
表

を
は
じ
め
、
市
民
の
か
た
や
公
共
交
通
の
利
用

者
の
代
表
な
ど
で
組
織
。
利
用
者
の
立
場
に
た

ち
、
経
済
的
で
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
使
い
や

す
い
魅
力
的
な
「
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
め
ざ
し
、
昨
年
十
二
月

か
ら
実
施
し
て
き
た
住
民
の
み
な
さ
ん
や
高
校

生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ
め
、
高
校
生

と
の
意
見
交
換
会
を
基
に
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。 

　
試
験
運
行
を
行
う
対
象
路
線
は
、
▽
間
人
循

環
線
（
峰
山
｜
間
人
｜
網
野
｜
Ｋ
Ｔ
Ｒ
峰
山
駅

前
）、
▽
海
岸
線
の
一
部
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
峰
山
駅
前
｜

網
野
｜
間
人
）
、
▽
間
人
線
（
峰
山
｜
間
人
）
、

▽
弥
栄
病
院
線
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
網
野
駅
前
｜
丹
後
あ

じ
わ
い
の
郷
｜
弥
栄
病
院
）
の
四
路
線
で
、
計

五
十
七
便
。
同
路
線
の
間
人
か
ら
峰
山
高
等
学

校
の
場
合
、
現
行
大
人
一
回
乗
車
の
七
百
円
（
子

ど
も
・
障
害
者
の
か
た
は
半
額
）
の
運
賃
を
二

百
円
（
同
半
額
）
に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

（
現
在
二
百
円
未
満
の
短
距
離
区
間
の
料
金
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
で
す
） 

　
今
回
、
低
額
バ
ス
の
運
行
に
加
え
て
、
高
校

生
の
み
な
さ
ん
の
通
学
や
高
齢
者
の
か
た
の
通

院
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
列
車
と
の
連
絡
に
配
慮
し
た
ダ
イ

ヤ
編
成
を
行
う
と
と
も
に
、
最
終
便
を
二
便
増

便
。
観
光
客
の
か
た
向
け
の
土
・
日
・
祝
日
ダ

イ
ヤ
の
導
入
や
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
に
限
り
、

峰
山
発
二
二
時
二
〇
分
間
人
行
き
の
最
終
便
「
花

金
バ
ス
」
を
新
設
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
停
留
所
に
つ
い
て
も
六
か
所
を
増
設
。

通
院
に
便
利
な
よ
う
に
弥
栄
病
院
前
の
停
留
所

を
玄
関
先
に
移
動
。
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
で
は

停
車
位
置
を
正
面
入
口
に
変
更
す
る
な
ど
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
た
、
真
の
生

活
交
通
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
観
光
振
興
に
も

つ
な
が
る
公
共
交
通
網
の
整
備
に
着
手
し
ま
し

た
。 

こんなに安くなります！！ こんなに安くなります！！ こんなに安くなります！！ 

峰山～網野～間人間 
峰山～弥栄～間人間 
利
用
者
の
立
場
に
た
っ
た 

　
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
め
ざ
し
上
限
二
百
円
バ
ス
を
運
行 

丹海バス上限運賃200円に 丹海バス上限運賃200円に 

平成18年８月 平成18年８月 広報きょうたんご広報きょうたんご

3 2

あしぎぬ温泉 

峰山高等学校 

琴引浜鳴砂文化館 

網野高等学校 
間人分校 

峰山高等学校 
弥栄分校 

低額運賃バス試験運行路線図 低額運賃バス試験運行路線図 

丹後あじわいの郷 
（恋人の聖地） 

弥栄病院 

丹後中央病院 

ＫＴＲ網野駅 

網野高等学校 

丹後ふるさと病院 

ＫＴＲ峰山駅 

はしうど荘（丹後温泉） 

浅茂川温泉　静の里 

北近畿タンゴ鉄道 

間人循環線 

海岸線の一部 

間人線 

弥栄病院線 

バス停の新設６か所 

名称を変更するバス停 

農協前　⇨　杉谷上 

高校下　⇨　弥栄分校前 

掛　津　⇨　琴引浜 

間人口　⇨　間人岡成 



民間の経営ノウハウを活用 

　サービスの向上・施設管理の効率化を図る 

43施設で指定管理者を指定 

施　　　設　　　名 

京丹後市浜詰墓地  

京丹後市浅茂川墓地  

京丹後市網野社会参加交流ハウス  

京丹後市浜詰ふれあいセンター  

京丹後市佐濃デイサービスセンター  

京丹後市大宮農産物加工直売施設  

京丹後市弥栄果樹園管理棟併用休憩施設  

京丹後市弥栄都市農村交流実践施設  

京丹後市久美浜総合交流販売施設 

指定管理者名 

社会福祉法人京丹後市社会福祉協議会 

社会福祉法人あしぎぬ福祉会 

天女の里協力会 

蕎麦処「歌仙」 

ベンチャーアミノ２１ 

株式会社糸悦ビル 

 

 

 

株式会社テンキテンキ村 

 

 

 

有限会社炭平旅館 

 

 

株式会社テンキテンキ村 

 

 

株式会社福山 

 

 

スイス村管理組合 

 

 

株式会社シマダ 

風蘭の館管理運営委員会 

奥山たいけん村 

豪商稲葉本家管理運営委員会 

かぶと山ふるさと会 

 

鞍内区 

応募件数 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

 

 

 

6 

 

 

 

5 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

1 

 

 

3 

1 

1 

2 

1 

 

1 

0 

 

0

指定管理者名 

浜詰区 

浅茂川連合区 

社会福祉法人あみの福祉会 

社会福祉法人丹後福祉会 

社会福祉法人北丹後福祉会 

有限会社丹後路たにうちファーム 

有限会社フルーツ王国やさか 

野間活性化対策協議会 

株式会社くみはま縣 

 

 

 

 

 

 

２ 施 設 を  

一括で公募 

 

 

６ 施 設 を  

一括で公募 

 

 

２ 施 設 を  

一括で公募 

 

４ 施 設 を  

一括で公募 

 

２ 施 設 を  

一括で公募 

 

４ 施 設 を  

一括で公募 

 

２ 施 設 を  

一括で公募 

 

 

 

２ 施 設 を  

一括で公募 

２ 施 設 を  

一括で公募 

 

３ 施 設 を  

一括で公募 

所　在　地 

丹後町間人545番地の1 

弥栄町野中2247番地 

峰山町鱒留1642番地 

大宮町五十河302番地 

網野町切畑1394番地 

網野町浅茂川1449番地 

網野町浅茂川1427番地 

丹後町竹野313番地の1 

丹後町竹野280番地 

丹後町竹野342番地 

丹後町竹野289番地 

丹後町間人1797番地 

丹後町間人68番地の1 

丹後町間人632番地の1 

丹後町間人633番地の1 

丹後町碇1番地 

丹後町三山47番地 

丹後町三山707-乙番地 

丹後町三山707-丙番地 

丹後町袖志162番地の1 

丹後町久僧1562番地 

弥栄町野中2562番地 

弥栄町野中329番地 

弥栄町野中329番地の1 

弥栄町野中328番地の1 

弥栄町木橋548番地 

弥栄町木橋1146番地 

久美浜町蒲井518番地の1 

久美浜町二俣60番地の20 

久美浜町3102番地 

久美浜町6番地 

久美浜町2625番地 

丹後町小脇419番地の2 

丹後町小脇33番地 

網野町木津819番地の1 

峰山町五箇44番地の1 

峰山町五箇44番地の1 

峰山町五箇44番地の1

所　　在　　地 

網野町浜詰200番地 

網野町浅茂川371番地の3、373番地の1 

網野町網野207番地 

網野町浜詰336番地 

久美浜町竹藤40番地 

大宮町谷内2349 

弥栄町木橋43番地の1 

弥栄町野中2380番地 

久美浜町浦明1709番地 

施　　　設　　　名 

京丹後市丹後老人福祉センター松風苑  

京丹後市弥栄生きがい交流センター  

京丹後市天女の里交流施設  

京丹後市小町公園  

京丹後市網野山村体験交流センター  

京丹後市浅茂川温泉静の里 

京丹後市網野温泉プール 

京丹後市道の駅（てんきてんき丹後） 

京丹後市体験農業園地等管理施設（管理棟） 

京丹後市オートキャンプ場 

京丹後市多目的広場 

京丹後市コミュニティプラザ 

京丹後市海浜植物観察園 

京丹後市農林漁業体験実習館、地域休養施設（はしうど荘) 

京丹後市郷土文化保存伝習施設（伝習館） 

京丹後市碇高原ステーキハウス 

京丹後市碇高原管理棟 

京丹後市碇高原テニスコート 

京丹後市碇高原自由広場 

京丹後市経ケ岬コミュニティセンター 

京丹後市宇川温泉よし野の里 

京丹後市丹後半島森林公園 

京丹後市スイス村高原休養センター 

京丹後市スイス村体験交流宿泊施設「風のがっこう京都」 

京丹後市スイス村スキー場 

京丹後市弥栄あしぎぬ温泉 

京丹後市弥栄あしぎぬ温泉いこいの家 

京丹後市風蘭の館  

京丹後市奥山自然たいけん公園  

京丹後市久美浜豪商「稲葉本家」  

京丹後市かぶと山虹の家 

京丹後市かぶと山公園キャンプ場 

京丹後市丹後農村景観活用交流施設 

京丹後市丹後自然体験学習施設 

京丹後市網野高齢者すこやかセンター  

京丹後市いさなご工房 

京丹後市いさなごコート 

京丹後市峰山林業総合センター 

　
市
で
は
、
民
間
事
業
者
の
か
た

が
持
つ
専
門
的
知
識
や
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
施
設
運
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
市
の
公

の
施
設
・
四
十
三
施
設
に
「
指
定

管
理
者
制
度
」
を
九
月
か
ら
導
入

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、

平
成
十
五
年
の
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、

従
来
は
公
の
施
設
（
※
）
の
管
理

委
託
先
は
、
市
の
出
資
法
人
（
財

団
法
人
・
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
）

や
公
共
的
団
体
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
市
商
工
会
・
観
光
協
会
・

自
治
会
な
ど
）
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
に
よ
り
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ

り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
対
応
す

る
た
め
、
民
間
事
業
者
な
ど
を
含

む
幅
広
い
団
体
に
管
理
が
委
任
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
や
利
用
者
で
組
織
す
る
団
体
が

管
理
し
た
ほ
う
が
効
率
的
な
地
域

集
会
施
設
な
ど
六
十
施
設
に
つ
い

て
、
本
年
四
月
か
ら
す
で
に
「
指

定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
。 

　
ま
た
、
民
間
の
専
門
性
や
手
法

を
活
か
し
た
新
た
な
事
業
の
展
開

や
利
用
促
進
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
観
光
関
連
施

設
を
中
心
に
三
十
八
施
設
を
十
九

グ
ル
ー
プ
に
わ
け
、
四
月
二
十
五

日
か
ら
五
月
十
六
日
に
か
け
て
民

間
事
業
者
な
ど
を
含
む
幅
広
い
団

体
に
公
募
。
結
果
、
三
十
四
施
設

（
十
七
グ
ル
ー
プ
）
に
計
二
十
七

の
団
体
か
ら
四
十
件
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
公
募
施
設
お
よ
び
地

域
に
密
着
し
て
い
る
な
ど
の
事
由

に
よ
り
非
公
募
と
し
た
九
施
設
に

つ
い
て
「
指
定
管
理
者
選
定
審
査

会
」
で
書
類
審
査
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

（
聞
き
取
り
）
を
実
施
。 

　
新
た
な
顧
客
の
確
保
や
リ
ピ
ー

タ
ー
（
何
度
も
利
用
し
た
り
訪
れ

る
人
）
の
増
加
を
図
る
計
画
や
、

他
の
施
設
と
の
相
乗
効
果
を
ね
ら

っ
た
企
画
な
ど
、
民
間
な
ら
で
は

の
工
夫
や
知
恵
、
収
支
プ
ラ
ン
の

採
算
性
・
妥
当
性
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
て
、
四
十
三
施
設
に
お

い
て
候
補
者
を
選
定
。
市
議
会
六

月
定
例
会
で
議
決
を
受
け
、
九
月

一
日
か
ら
指
定
管
理
者
に
移
行
し
、

各
管
理
者
は
、
施
設
の
設
置
条
例

や
規
則
な
ど
に
基
づ
き
、
施
設
の

管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。（
指
定
期

間
・
五
年
、
た
だ
し
地
域
に
密
着

し
た
集
会
施
設
お
よ
び
墓
地
に
つ

い
て
は
十
年
） 

 

　
な
お
、
公
募
に
よ
り
応
募
の
な

か
っ
た
「
網
野
高
齢
者
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
」
お
よ
び
「
い
さ
な
ご

工
房
グ
ル
ー
プ
」（
い
さ
な
ご
工
房
・

い
さ
な
ご
コ
ー
ト
・
峰
山
林
業
セ

ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
市
の
直

営
施
設
と
し
て
運
営
し
て
い
き
ま

す
。 

※
公
の
施
設 

　
こ
こ
で
い
う
「
公
の
施
設
」
と

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
広
く
利

用
す
る
、
福
祉
を
増
進
（
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
質
的

あ
る
い
は
精
神
的
な
利
益
を
得
る

こ
と
）
す
る
目
的
で
設
置
す
る
市

有
（
営
）
施
設
を
指
し
ま
す
。 

　
●
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
　
企
画
推
進
課 

　
　
　
　
（
☎
六
九
｜

〇
一
二
〇
） 

 

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
移
行

す
る
に
あ
た
り
、
指
定
管
理
者
は
、

現
管
理
者
の
も
と
で
施
設
の
管
理

運
営
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員

に
つ
い
て
、
効
率
的
な
管
理
運
営

を
ふ
ま
え
た
上
で
、
引
き
続
き
勤

務
を
希
望
す
る
か
た
の
雇
用
を
継

続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
継
続
的
な
雇
用
の
確

保
と
、
現
場
職
員
の
か
た
の
雇
用

不
安
な
ど
の
ご
相
談
に
あ
た
る
「
指

定
管
理
者
制
度
移
行
に
伴
う
雇
用

対
策
本
部
」
を
庁
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。 

　
●
「
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に

伴
う
雇
用
対
策
本
部
」
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
　
商
工
振
興
課 

　
　
　
　
（
☎
六
九
｜

〇
四
四
〇
） 

指定管理者を指定した施設 
■公募施設 

■施設の性質などから非公募とした施設 

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る 

　
　
　
久
美
浜
豪
商
「
稲
葉
本
家
」 

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る 

　
　
ス
イ
ス
村
体
験
交
流
宿
泊
施
設 

　
　
　
　
　
「
風
の
が
っ
こ
う
京
都
」 
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「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」

「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定

を
策
定 
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定 
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

職
員
防
災
訓
練
（
机
上
訓
練
）
を
実
施

職
員
防
災
訓
練
（
机
上
訓
練
）
を
実
施 

　
市
で
は
、
今
回
策
定
し
た
「
京

丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

き
、
情
報
伝
達
や
災
害
対
策
本
部

の
設
置
・
運
営
を
中
心
と
し
た
市

職
員
に
よ
る
「
防
災
訓
練
（
机
上

訓
練
）」
を
七
月
七
日
に
行
い
ま
し

た
。
　 

　
訓
練
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
、

午
後
三
時
に
大
雨
洪
水
警
報
が
発

令
さ
れ
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、

河
川
の
は
ん
ら
ん
に
よ
る
床
上
浸

水
な
ど
平
成
十
六
年
の
台
風
二
十

一
号
、
二
十
三
号
並
の
大
き
な
被

害
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
。 

　
午
後
三
時
に
全
職
員
に
携
帯
電

話
を
使
っ
て
「
参
集
メ
ー
ル
」
を

配
信
す
る
と
と
も
に
、
中
山
市
長

を
本
部
長
に
「
災
害
警
戒
本
部
」

を
市
役
所
内
に
設
置
。
各
支
部
（
市

民
局
）
お
よ
び
消
防
本
部
を
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
災
害
状
況
や

職
員
参
集
状
況
の
報
告
を
行
う
な

ど
、
本
番
さ
な
が
ら
に
緊
迫
し
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

　
訓
練
後
に
は
、
▽
情
報
の
早
期

集
約
と
早
い
判
断
、
▽
被
害
の
大

き
い
地
域
へ
の
職
員
派
遣
、
▽
高

齢
者
の
か
た
や
障
害
者
の
か
た
な

ど
援
護
が
必
要
な
か
た
へ
の
情
報

伝
達
方
法
な
ど
、
訓
練
か
ら
得
た

課
題
も
指
摘
さ
れ
、
市
で
は
、
訓

練
の
積
み
重
ね
が
実
践
に
役
立
つ

こ
と
を
念
頭
に
、
今
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
か
た
な
ど
を
加
え
た
、

よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

万
が
一
の
災
害
に
備
え 

■
「
防
災
マ
ッ
プ
」 

■
「
地
域
防
災
計
画
概
要
版
」 

■
「
職
員
災
害
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
作
成 

本
番
さ
な
が
ら
に

本
番
さ
な
が
ら
に 

職
員
防
災
訓
練
（
机
上
訓
練
）
を
実
施 

本
番
さ
な
が
ら
に 

　
市
で
は
、
災
害
時
の
指
針
と
な

る
「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」

を
新
市
誕
生
後
初
め
て
策
定
し
ま

し
た
。 

　
同
計
画
は
、
合
併
前
の
六
町
で

そ
れ
ぞ
れ
策
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
新
市
に
な
り
見
直
し
を
行
う
た

め
、
昨
年
度
に
設
置
し
た
各
種
団

体
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
代
表
か

ら
な
る
「
防
災
会
議
」
で
策
定
の

た
め
の
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
新
た
な
「
防
災
計
画
」
で
は
、

▽
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
、

▽
防
災
施
設
・
設
備
な
ど
を
整
備
・

強
化
す
る
、
▽
防
災
行
動
力
を
向

上
さ
せ
る
、
▽
実
際
的
な
警
戒
・

応
急
・
復
旧
対
策
計
画
を
確
立
す

る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
今
後
十

年
間
を
期
間
と
す
る
基
本
目
標
を

設
定
。 

　
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
合
併
前
に
設
定
さ
れ
た
避
難

場
所
を
全
面
的
に
見
直
し
、
万
が

一
の
災
害
で
の
耐
震
性
を
配
慮
し

て
、
非
木
造
の
建
物
、
昭
和
五
十

七
年
以
後
に
建
設
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
土
砂
災
害
危
険
区
域
と
な
っ

て
い
な
い
も
の
を
中
心
に
百
七
十

七
箇
所
を
指
定
。（
見
直
し
前
は
二

百
六
十
七
箇
所
） 

　
ま
た
、
広
域
と
な
っ
た
市
域
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
す
ば
や
く

対
応
で
き
る
よ
う
に
、「
災
害
（
警

戒
）
本
部
・
支
部
」
、
「
雪
害
対
策

本
部
」
の
設
置
基
準
や
、
組
織
・

事
務
分
掌
を
明
確
化
。
加
え
て
、

災
害
時
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
本

部
か
ら
支
部
へ
の
派
遣
職
員
を
設

定
し
、
地
域
事
情
に
よ
り
詳
し
い

職
員
が
現
場
対
応
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

      

■
「
防
災
マ
ッ
プ
」 

　
市
で
は
、
同
計
画
の
策
定
と
と

も
に
、
昨
年
八
月
に
は
「
防
災
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
、
全
世
帯
に
配

布
し
ま
し
た
。 

　
同
マ
ッ
プ
に
は
、
災
害
に
対
す

る
心
構
え
や
準
備
を
は
じ
め
、
避

難
場
所
、
災
害
危
険
区
域
、
防
災

施
設
の
位
置
、
既
往
災
害
箇
所
を

旧
町
ご
と
に
六
冊
に
わ
け
て
地
図

上
に
記
載
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に

備
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
円

滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
行
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
要
点
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ご

自
宅
で
目
に
触
れ
る
場
所
に
置
い

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
一
度
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■
「
地
域
防
災
計
画
概
要
版
」 

　
同
計
画
の
内
容
で
、
災
害
発
生

時
の
対
応
や
被
災
者
の
か
た
へ
の

生
活
支
援
な
ど
、
特
に
各
自
治
会

や
住
民
の
み
な
さ
ん
に
関
係
の
あ

る
内
容
を
抜
粋
し
て
ま
と
め
た
「
地

域
防
災
計
画
概
要
版
」
を
作
成
し
、

防
災
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
各
区
な
ど
へ
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

■
「
職
員
災
害
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

　
ま
た
、
職
員
が
状
況
に
応
じ
た

的
確
な
判
断
を
行
い
、
い
ち
早
く

所
定
の
配
備
に
つ
き
、
迅
速
な
災

害
応
急
対
策
を
と
れ
る
よ
う
に
「
職

員
災
害
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
市

職
員
に
配
布
し
、
災
害
対
応
に
万

全
を
期
し
て
い
ま
す
。 

本番さながらの訓練を実施 

　
市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

情
報
の
収
集
・
伝
達
を
迅
速
か
つ
的

確
に
行
う
た
め
、
「
京
丹
後
市
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
吉

岡
淳
一
会
長
・
九
十
八
人
）
と
「
災

害
非
常
無
線
通
信
の
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
災
害
時
に

関
係
機
関
と
連
携
し
、
被
災
状
況
や

安
否
確
認
な
ど
の
情
報
伝
達
を
支
援

し
よ
う
と
、
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
よ
っ
て
本
年

三
月
五
日
に
発
足
。 

　
「
協
定
」
で
は
、
災
害
発
生
時
や

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
市
の

要
請
に
応
じ
て
、
被
害
状
況
や
道
路

状
況
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
避
難
状

況
な
ど
を
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
使
い
、

情
報
の
収
集
お
よ
び
伝
達
に
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
六
月
二
十
五
日
に
、
峰
山
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行

っ
た
「
調
印
式
」
で
は
、
会
員
の
み

な
さ
ん
が
見
守
る
中
、
吉
岡
会
長
と

中
山
市
長
が
「
協
定
書
」
に
調
印
。

吉
岡
会
長
は
「
本
年
は
訓
練
を
行
う

な
ど
、
具
体
的
な
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
山
市
長
は
「
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
の
第
一
の

責
務
で
す
。
「
協
定
」
の
締
結
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
・
財
産
・

安
全
を
守
る
た
め
に
力
強
い
も
の
で
、

こ
の
取
り
組
み
が
防
災
に
対
す
る
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
高
揚
に
も
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
防

災
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
お
互
い
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
連
携
・

協
力
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
。 

　
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
、

本
年
度
中
に
会
員
を
二
百
人
ま
で
拡

充
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

今
秋
に
は
「
非
常
通
信
訓
練
」
を
行

い
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
突
発
的
な
大
規
模
災
害
時
に

お
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
第
一
の
責
務
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
組
織
お
よ
び
機
能
を
高
め
、

最
大
の
努
力
を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
や

支
援
を
い
た
だ
か
な
く
て
は
、
災
害
対
応

活
動
を
円
滑
に
、
ま
た
効
果
的
に
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
個

人
事
業
所
や
企
業
団
体
な
ど
の
「
専
門
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
協
力
体
制
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

専
門
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は 

　
災
害
時
に
お
い
て
重
機
類
な
ど
で
土
砂

崩
れ
な
ど
に
よ
り
生
き
埋
め
に
な
っ
た
か

た
の
救
出
活
動
や
、
負
傷
者
の
応
急
手
当

お
よ
び
救
護
所
な
ど
に
お
け
る
医
療
救
援

活
動
、
避
難
所
へ
の
食
料
・
物
資
な
ど
の

優
先
提
供
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
「
災
害
応

援
協
定
」
を
結
ん
だ
団
体
や
事
業
所
の
専

門
分
野
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

こ
と
で
す
。 

（
例
） 

■
災
害
発
生
初
期
に
お
け
る
消
火
活
動
支

援
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
に
よ

る
水
利
補
給
な
ど
） 

■
災
害
時
に
お
け
る
広
報
広
聴
活
動
支
援
（
広

報
資
料
編
集
、
外
国
語
通
訳
、
手
話
通

訳
な
ど
） 

■
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
・
設
備
な

ど
の
供
給
支
援 

■
災
害
時
に
お
け
る
非
常
用
食
料
お
よ
び

日
用
品
な
ど
の
優
先
提
供
支
援 

　
締
結
済
災
害
応
援
協
定 

　
市
内
す
べ
て
の
郵
便
局
、
京
都
府
エ
ル

ピ
ー
ガ
ス
協
会
丹
後
支
部
、
京
丹
後
市
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
下

記
参
照
） 

専
門
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集 

　
市
で
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
迅
速
・

的
確
な
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、「
災
害

応
援
協
定
」
に
基
づ
く
「
専
門
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
総
務
部
総
務
課
（
☎
六
九
｜
〇
一
四
〇
） 

京丹後市アマチュア無線災害ボランティアと「災害非常無線通信の協力に関する協定」を締結 

アマチュア無線愛好家と連携し　地域防災体制を強化

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
創
る
　
総
合
的
な
「
防
災
」
の
構
築

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
創
る
　
総
合
的
な
「
防
災
」
の
構
築 

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
創
る
　
総
合
的
な
「
防
災
」
の
構
築 

災
害
時
に
お
け
る
事
業
所
、
組
織
団
体
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
専
門
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集 

調印を行った吉岡淳一会長（右）と中山市長 

万
が
一
の
災
害
に
備
え
る

万
が
一
の
災
害
に
備
え
る 

万
が
一
の
災
害
に
備
え
る 



峰
山
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

大
宮
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

網
野
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

丹
後
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

弥
栄
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

久
美
浜
町
消
防
操
法
競
技
大
会 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
峰
山
第
五
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
西
村
　
　
隆 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
中
谷
　
　
学 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
荻
野
　
啓
介 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
多
賀
野
和
典 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
吉
岡
　
慎
一 

　
準
優
勝
　
峰
山
第
五
分
団
第
二
部 

　
第
三
位
　
峰
山
第
三
分
団
第
二
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
峰
山
第
五
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
吉
浪
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
田
中
　
祐
次 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
日
達
　
孝
明 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
池
田
　
勝
信 

　
準
優
勝
　
峰
山
第
四
分
団
第
二
部 

　
第
三
位
　
峰
山
第
三
分
団
第
三
部 

　
第
四
位
　
峰
山
第
三
分
団
第
四
部 

　
第
五
位
　
峰
山
第
五
分
団
第
三
部 

 

優
秀
操
作
員 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
松

　
貴
志 

　
　
　
　
（
峰
山
第
三
分
団
第
二
部
） 

　
一
番
員
　
中
谷
　
　
学 

　
　
　
　
（
峰
山
第
五
分
団
第
一
部
） 

　
二
番
員
　
小
國
　
敏
寿 

　
　
　
　
（
峰
山
第
五
分
団
第
二
部
） 

　
三
番
員
　
田
中
　
宏
佳 

　
　
　
　
（
峰
山
第
三
分
団
第
二
部
） 

　
四
番
員
　
尾
畑
　
公
彦 

　
　
　
　
（
峰
山
第
三
分
団
第
二
部
） 

 

優
秀
操
作
員 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
中
村
　
哲
也 

　
　
　
　
（
峰
山
第
六
分
団
第
四
部
） 

　
一
番
員
　
砂
井
　
一
弘 

　
　
　
　
（
峰
山
第
五
分
団
第
三
部
） 

　
二
番
員
　
安
達
　
英
典 

　
　
　
　
（
峰
山
第
二
分
団
第
一
部
） 

　
三
番
員
　
池
田
　
勝
信 

　
　
　
　
（
峰
山
第
五
分
団
第
一
部
） 

   

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
大
宮
第
二
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
森
岡
　
　
桂 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
川
口
　
　
剛 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
和
田
　
宣
夫 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
吉
村
　
拓
実 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
田
村
　
公
範 

　
準
優
勝
　
大
宮
第
一
分
団
第
二
部 

　
第
三
位
　
大
宮
第
一
分
団
第
三
部 

　
第
四
位
　
大
宮
第
三
分
団
第
二
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
大
宮
第
一
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
川
田
　
典
明 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
高
橋
　
慎
治 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
橋
田
　
広
道 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
田
中
　
勝
茂 

　
準
優
勝
　
大
宮
第
二
分
団
第
二
部 

　
第
三
位
　
大
宮
第
二
分
団
第
三
部 

　
第
四
位
　
大
宮
第
一
分
団
第
四
部 

　
第
五
位
　
大
宮
第
三
分
団
第
一
部 

  

   

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
網
野
第
二
分
団
第
二
部
第
三
班 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
野
村
　
知
希 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
岡
田
　
高
志 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
三
浦
　
知
史 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
池
部
　
卓
弥 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
平
林
　
靖
啓 

　
準
優
勝
　
網
野
第
二
分
団
第
一
部
第
三
班 

　
第
三
位
　
網
野
第
四
分
団
第
一
部
第
二
班 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
網
野
第
一
分
団
第
二
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
倉
橋
　
成
光 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
沖
佐
々
木
重
遠 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
松
尾
　
直
樹 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
西
村
　
勇
作 

　
準
優
勝
　
網
野
第
三
分
団
第
三
部 

　
第
三
位
　
網
野
第
二
分
団
第
二
部
第
一
班 

　
第
四
位
　
網
野
第
一
分
団
第
三
部 

　
第
五
位
　
網
野
第
二
分
団
第
五
部 

各 町 操 法 競 技 大 会 各 町 操 法 競 技 大 会 強い団結力と優れた機動力 強い団結力と優れた機動力 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
丹
後
第
四
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
澤
田
　
好
弘 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
坂
本
　
正
明 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
岡
田
　
明
久 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
井
上
　
洋
司 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
田
中
　
洋
介 

　
準
優
勝
　
丹
後
第
二
分
団
第
一
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
丹
後
第
二
分
団
第
二
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
松
本
　
祥
幸 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
岡
崎
　
浩
和 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
水
谷
　
祐
介 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
谷
川
　
暢
之 

　
準
優
勝
　
丹
後
第
一
分
団
第
二
部 

　
第
三
位
　
丹
後
第
三
分
団
第
二
部 

 

優
秀
操
作
員 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
　
澤
田
　
好
弘 

　
　
　
　
（
丹
後
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
一
番
員
　
岡
田
　
竜
己 

　
　
　
　
（
丹
後
第
二
分
団
第
一
部
） 

　
二
番
員
　
岡
田
　
明
久 

　
　
　
　
（
丹
後
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
三
番
員
　
上
羽
　
太
吾 

　
　
　
　
（
丹
後
第
二
分
団
第
一
部
） 

　
四
番
員
　
田
中
　
洋
介 

　
　
　
　
（
丹
後
第
四
分
団
第
一
部
） 

優
秀
操
作
員 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
松
本
　
祥
幸 

　
　
　
　
（
丹
後
第
二
分
団
第
二
部
） 

　
一
番
員
　
川
戸
　
茂
輝 

　
　
　
　
（
丹
後
第
三
分
団
第
二
部
） 

　
二
番
員
　
荻
　
　
和
孝 

　
　
　
　
（
丹
後
第
四
分
団
第
二
部
） 

　
三
番
員
　
谷
川
　
暢
之 

　
　
　
　
（
丹
後
第
二
分
団
第
二
部
） 

   

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
奥
田
　
高
志 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
宇
野
　
浩
二 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
田
邉
　
賢
一 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
林
　
　
茂
行 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
芦
田
　
直
弘 

　
準
優
勝
　
弥
栄
第
四
分
団
第
三
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
吉
岡
　
正
英 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
吉
岡
　
　
輝 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
吉
岡
　
一
之 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
吉
岡
　
昌
浩 

　
準
優
勝
　
弥
栄
第
二
分
団
第
二
部 

 

優
秀
操
作
員 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
奥
田
　
高
志 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
一
番
員
　
宇
野
　
浩
二 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
二
番
員
　
田
邉
　
賢
一 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
三
番
員
　
林
　
　
茂
行 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
） 

　
四
番
員
　
芦
田
　
直
弘 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
一
部
） 

 

優
秀
操
作
員 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
指
揮
者
　
吉
岡
　
正
英 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部
） 

　
一
番
員
　
岩
井
　
俊
貴 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
二
分
団
第
二
部
） 

　
二
番
員
　
吉
岡
　
一
之 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部
） 

　
三
番
員
　
吉
岡
　
昌
浩 

　
　
　
　
（
弥
栄
第
四
分
団
第
二
部
） 

   

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
久
美
浜
第
四
分
団
第
一
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
岡
　
　
尚
隆 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
矢
野
　
貴
征 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
能
勢
　
政
次 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
若
松
　
和
彦 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
長
砂
　
俊
彦 

　
準
優
勝
　
久
美
浜
第
一
分
団
第
一
部 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
久
美
浜
第
三
分
団
第
三
部 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
稲
田
　
博
行 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
野
村
　
拓
生 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
奥
垣
　
　
崇 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
小
國
　
勝
也 

　
準
優
勝
　
久
美
浜
第
二
分
団
第
三
部 

 

優
秀
分
団 

　
久
美
浜
第
四
分
団 

平成18年８月 平成18年８月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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『
に
こ
に
こ
カ
ー
へ
』
　
　 

　
　
　
川
上
小
学
校
二
年
生 

　
　
　
　
　
中
嶋
菜
々
子
さ
ん 

 

　
一
年
生
の
終
わ
り
ご
ろ
、
わ
た
し
た
ち
は
、
は
じ

め
て
『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
を
見
ま
し
た
。 

　
見
た
と
き
か
ら
、
学
校
に
行
く
と
き
や
学
校
の
帰

り
道
、
く
る
こ
と
が
お
お
く
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
、
音
楽
を
な
ら
し
な
が
ら
く
る
の
で
、

『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
が
と
お
っ
た
と
き
よ
く
わ
か
る

の
で
い
い
で
す
。 

　
二
年
生
に
な
っ
て
も
、
『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
は
い

ま
し
た
。
『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
が
と
お
る
た
び
、
わ

た
し
は
手
を
ふ
り
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
、
い
つ
も
『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
が
く
る

の
が
た
の
し
み
で
し
た
。
三
年
生
に
な
っ
て
も
、
四

年
生
に
な
っ
て
も
、
五
年
生
に
な
っ
て
も
、
六
年
生

に
な
っ
て
も
、
ず
う
っ
と
『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
が
い

て
く
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
気
が
つ
き
ま
し
た
。『
に

こ
に
こ
カ
ー
』
が
二
だ
い
あ
り
ま

し
た
！
！
そ
の
と
き
、
び
っ
く
り

し
て
、
「
こ
っ
ち
が
ほ
ん
と
う
の

『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
だ
」
と
か
い

っ
て
、
よ
う
く
見
て
み
た
け
ど
、

見
て
も
見
て
も
お
な
じ
で
し
た
。

そ
う
し
て
、
ま
だ
『
に
こ
に
こ
カ

ー
』
は
学
校
に
あ
り
ま
す
。 

　
い
な
い
と
き
は
、
ま
た
く
る
の

が
た
の
し
み
で
す
。
わ
た
し
は
、

い
つ
も
、
『
に
こ
に
こ
カ
ー
』
の

こ
と
を
見
て
い
ま
す
。 

　市では、子どもが犯罪などの事件や事故に巻き込まれないように、地域の大

人が一丸となって守っていく活動として、市内の複数の民間企業からの寄附金

を基に「子ども安心パトロール車」（愛称；にこにこカー）七台を購入。登下校

時を中心に、軽快なメロディーを奏でながら子どもたちの安全確保のための巡

回指導を行っています。回指導を行っています。 

　子どもたちも「にこにこカー」の巡回をとても楽しみに　子どもたちも「にこにこカー」の巡回をとても楽しみに待っていてくれます。待っていてくれます。 

にこにこカー 

京丹後市更生保護大会 京丹後市更生保護大会 明るい社会づくりを誓う明るい社会づくりを誓う明るい社会づくりを誓う
　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
力
を
あ
わ
せ
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
化
月
間
の
初
日
に
あ
た
る

七
月
一
日
、
「
京
丹
後
市
更
生
保
護
大
会
」（
主
催
・
京

丹
後
市
保
護
司
会
、
京
丹
後
市
更
生
保
護
協
会
、
京
丹

後
地
区
更
生
保
護
女
性
会
）
が
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大

宮
（
大
宮
町
口
大
野
）
で
開
か
れ
、
民
生
児
童
委
員
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
三
百
人
が
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
大
宮
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
記
念
演
奏
で
幕
を

開
け
た
大
会
で
は
、
京
丹
後
市
保
護
司
会
の
原
功
会
長

が
「
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
地
域
の
連
携
や
家
庭
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
犯
罪
の
な
い
夢
や
希
望
の
持
て
る

明
る
い
京
丹
後
を
め
ざ
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

中
山
市
長
が
日
ご
ろ
の
活
動
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と

も
に
「
本
大
会
の
趣
旨
で
あ
る
『
希
薄
と
な
っ
た
地
域

の
連
携
や
家
庭
の
絆
』
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
犯
罪
や

非
行
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
ま
た
非
行
を
や
む
な
く
犯

し
た
人
の
更
生
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
が
市
民
社
会
に
広
が
り
、
し
っ

か
り
と
根
づ
き
、
優
し
く
力
強
い
心
が
生
ま
れ
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
市
と
し
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
」
と
祝
辞
。
続
い

て
、
杉
浦
正
健
法
務
大
臣

か
ら
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
へ
の
協
力
を

求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

京
都
保
護
観
察
所
の
丸
山

晴
夫
所
長
か
ら
中
山
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

にこにこカー 

市の全公用車で防犯パトロール 市の全公用車で防犯パトロール 

市のすべての

公用車で、防

犯パトロール

を実施 

　市では、子どもが犯罪などの事件や事故に巻き込まれないように、地域の大

人が一丸となって守っていく活動として、市内の複数の民間企業からの寄附金

を基に「子ども安心パトロール車」（愛称；にこにこカー）七台を購入。登下校

時を中心に、軽快なメロディーを奏でながら子どもたちの安全確保のための巡

回指導を行っています。回指導を行っています。 

　子どもたちも「にこにこカー」の巡回をとても楽しみに　子どもたちも「にこにこカー」の巡回をとても楽しみに待っていてくれます。待っていてくれます。 

　市では、子どもが犯罪などの事件や事故に巻き込まれないように、地域の大

人が一丸となって守っていく活動として、市内の複数の民間企業からの寄附金

を基に「子ども安心パトロール車」（愛称：にこにこカー）七台を購入。登下校

時を中心に、軽快なメロディーを奏でながら子どもたちの安全確保のための巡

回指導を行っています。 

　子どもたちも「にこにこカー」の巡回をとても楽しみに待っていてくれます。 

地
域
の
宝
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

地
域
の
宝
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

地
域
の
宝
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

　
京
丹
後
市
防
犯
・
暴
力
追
放

推
進
協
議
会
と
市
で
は
、
七
月

一
日
か
ら
す
べ
て
の
公
用
車
約

百
六
十
台
（
特
殊
車
両
を
除
き

ま
す
）
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
中
」
と
書
い
た
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
は
り
、
公
務
の
か

た
わ
ら
、「
見
せ
る
防
犯
」
を
意

識
し
て
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
同
シ
ー
ト
は
、
縦
三
〇
セ
ン
チ

、

横
五
〇
セ
ン
チ

で
、
夜
間
に
も
目
に

つ
き
や
す
い
よ
う
に
蛍
光
反
射

式
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
公
用
車
に
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
不
審
者
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
な
か
た

を
発
見
し
た
と
き
の
「
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
も
備
え
つ
け
、
緊

急
時
の
対
応

を
迅
速
に
行

っ
て
い
き
ま

す
。 
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精鋭が厳しい訓練の成果を競う精鋭が厳しい訓練の成果を競う
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
　
　
　
︵
敬
称
略
︶ 

　
優
　
勝
　
大
宮
町 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
森
岡
　
　
桂 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
川
口
　
　
剛 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
和
田
　
宣
夫 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
吉
村
　
拓
実 

　
　
　
　
　
　
四
番
員
　
田
村
　
公
範 

　
準
優
勝
　
久
美
浜
町 

　
第
三
位
　
弥
栄
町 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
大
宮
町 

　
　
　
　
　
　
指
揮
者
　
川
田
　
典
明 

　
　
　
　
　
　
一
番
員
　
高
橋
　
慎
治 

　
　
　
　
　
　
二
番
員
　
橋
田
　
広
道 

　
　
　
　
　
　
三
番
員
　
田
中
　
勝
茂 

　
準
優
勝
　
久
美
浜
町 

　
第
三
位
　
弥
栄
町 

京
丹
後
市
消
防
操
法
競
技
大
会 

両部門で優勝 

大宮町 

両部門で優勝 

大宮町 

両部門で優勝 

大宮町 

　
蒸
し
暑
い
日
と
な
っ
た
七
月
二
十
三

日
、
「
第
二
回
京
丹
後
市
消
防
操
法
競

技
大
会
」
を
久
美
浜
町
の
浜
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
、
生
業
を
持
ち

な
が
ら
も
長
期
間
に
わ
た
る
早
朝
・

夜
間
に
及
ぶ
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
切

っ
た
団
員
の
み
な
さ
ん
が
、
本
番
さ

な
が
ら
の
水
出
し
操
法
を
披
露
し
ま

し
た
。 

　
消
防
操
法
は
、
「
訓
練
に
お
け
る
消
防

用
機
械
器
具
の
取
り
扱
い
お
よ
び
操
作
」

の
こ
と
を
い
い
、
万
一
の
火
災
か
ら
市
民

の
み
な
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

迅
速
・
安
全
・
確
実
な
消
防
活
動
を
行
え

る
よ
う
に
訓
練
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
団

員
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
二

年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
競
技
は
、
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」（
指

揮
者
を
含
め
操
作
員
五
人
）
と
「
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
」（
同
四
人
）
の
二
部
門
で

実
施
し
、
旧
町
ご
と
の
大
会
（
六
月
二
十

五
日
）
で
優
秀
な
成
績
を
納
め
た
精
鋭
が

出
場
。 

　
緊
張
感
漂
う
中
、
操
作
員
の
み
な
さ
ん

は
、
指
揮
者
の
「
操
作
始
め
」
の

号
令
を
合
図
に
き
び
き
び
と
し
た

迅
速
か
つ
的
確
な
操
法
を
次
々
と

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
　
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
押
し
の
け
て
の
半
日
に
わ

た
る
競
技
の
結
果
、
「
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
」
お
よ
び
「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
」
と
も
大
宮
町
が
見

事
に
優
勝
を
飾
り
、
八
月
六
日
に

京
都
府
立
丹
波
自
然
公
園
（
京
丹

波
町
）
で
開
か
れ
る
「
第
十
九
回

京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
に
京
丹

後
市
代
表
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。 

※
旧
町
ご
と
に
開
催
し
た
操
法
大

会
の
結
果
は
前
頁
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

　
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
生
業
を
持
ち
な
が
ら
も
、
各
々

の
ご
家
族
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
、
厳
し
い
訓

練
を
続
け
ら
れ
大
会
に
臨
ま
れ
ま
し
た 

競技に先立ち、７月15日夕方から

降り続いた大雨により、丹後町間

人地域で尊い命を亡くされたお二

人へ、黙とうが捧げられました 



　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
「
京
丹
後
市
人
権
啓
発
推
進
協

議
会
」
を
こ
の
た
び
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
市
に
お
け
る
人
権
啓
発
活
動
は
、

合
併
前
の
旧
町
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
「
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会
」
な
ど
を
中
心
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
啓
発
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
十
月
に
は

四
町
（
峰
山
町
・
網
野
町
・
丹
後
町
・
久
美

浜
町
）
の
同
協
議
会
が
連
携
を
図
る
「
京
丹

後
市
人
権
啓
発
推
進
連
絡
協
議
会
」
を
発
足

し
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
権
啓
発
事
業
を
推
進
し
て
い
く
一
つ
の
ま

と
ま
っ
た
組
織
が
な
か
っ
た
町
（
大
宮
町
・

弥
栄
町
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
全
域
を

網
羅
し
、
よ
り
精
力
的
に
、
総
力
を
あ
げ
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
目
的
で
「
京
丹

後
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
た

も
の
で
す
。 

　
新
た
に
発
足
し
た
「
同
推
進
協
議
会
」
は
、

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
協

議
会
、
連
合
婦
人
会
、
区
長
連
絡
協
議
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
市
内
の
各
種
団
体

で
組
織
。 

　
七
月
四
日
に
市
役
所
会
議
室
で
行
っ
た
「
設

立
総
会
」
で
は
、
会
長
に
中
山
市
長
、
副
会

長
に
引
野
教
育
長
と
岡
田
ふ
さ
子
京
丹
後
地

区
更
生
保
護
女
性
会
長
な
ど
の
役
員
を
選
任

す
る
と
と
も
に
、
予
算
な
ど
を
承
認
。
ま
た
、

街
頭
啓
発
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
人
権
啓

発
映
画
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
の
か
た
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に
人
権

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

　
加
え
て
、
同
推
進
協
議
会
で
は
、
市
内
を

網
羅
す
る
各
加
盟
団
体
内
で
人
権
啓
発
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
市
全
域
で
の
多
彩
な
活
動
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
、
各
団
体
が
行
う
人
権
啓
発
・

研
修
事
業
に
助
成
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

  

新
た
に
「
京
丹
後
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
」
を
設
立 

　人権の尊重や友情、思いやり、やさし

さなど人権に関わりのあるテーマを取り

上げたお子さん向けの名作映画をご覧い

ただき、人権の大切さや人を思いやる気

持ちなどを育んでいただこうと「ひゅう

まんシネマフェスタ2006」を開催します。 

■日　時　８月20日（日）13：30～16：11（開場13：00） 

■場　所　峰山総合福祉センター　コミュニティホール 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（峰山町杉谷） 

■内　容　13：30～14：00　ハローキティのサーカスがやってきた 

　　　　　14：00～14：10　休憩 

　　　　　14：10～14：28　源吉じいさんと子ぎつね 

　　　　　14：28～14：40　休憩 

　　　　　14：40～16：11　アイスエイジ２ 

■定　員　280人 

■入場料　無料（入場整理券要） 

　　　　　※入場整理券は、市民局市民福祉課でお配りしています。 

※詳しくは、市民課（☎69-0210）へお問い合わせください。 

「ひゅうまんシネマフェスタ2006」 「ひゅうまんシネマフェスタ2006」 

市民一人ひとりを大切に市民一人ひとりを大切に

さまざまな機会を通して、人権啓

発に取り組んでいくことを確認 

市
全
域
で
き
め
細
か
い
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

市
全
域
で
き
め
細
か
い
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

市
全
域
で
き
め
細
か
い
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

 

社団法人 日本青年会議所近畿地区協議会 

2007年度近畿地区会員大会　京丹後市での開催決定！！ 

京丹後市内六町商工会合併協議会　発足 
来年４月１日の合併をめざし 

　
来
年
四
月
に
、
京
都
府
内
で
初

め
て
と
な
る
広
域
合
併
を
め
ざ
す

京
丹
後
市
内
の
六
町
（
峰
山
・
大

宮
・
網
野
・
丹
後
・
弥
栄
・
久
美

浜
）
の
商
工
会
が
、
「
京
丹
後
市

内
六
町
商
工
会
合
併
協
議
会
」
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

　
合
併
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
六
つ
の
商
工
会
な
ど

で
つ
く
る
「
丹
後
区
域
商
工
会
広

域
連
携
推
進
検
討
会
」
や
「
ワ
ー

キ
ン
グ
委
員
会
」
な
ど
に
お
い
て

約
百
回
に
お
よ
ぶ
協
議
を
重
ね
、

本
年
三
月
二
十
七
日
に
は
、
▽
合

併
方
式
…
新
設
合
併
、
▽
合
併
目

標
期
日
…
平
成
十
九
年
四
月
一
日
、

▽
事
務
所
の
所
在
地
…
峰
山
町
内

（
市
内
六
町
に
支
所
を
置
く
）
な

ど
に
つ
い
て
基
本
合
意
し
「
協
定

書
」
を
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
合
併
協
議
会
」
は
、
本
年
度

の
各
町
商
工
会
総
代
会
に
お
い
て

設
置
が
承
認
さ
れ
、
各
町
商
工
会

の
代
表
を
含
む
三
十
九
人
で
構
成
。

　
六
月
二
十
一
日
に
大
宮
織
物
ホ

ー
ル
（
大
宮
町
周
枳
）
で
開
か
れ

た
「
発
足
式
」
で
は
、
事
前
の
六

町
商
工
会
長
会
で
選
出
さ
れ
た
大

宮
町
商
工
会
長
の
田
中
治
協
議
会

長
が
「
府
内
は
じ
め
て
の
合
併
に

よ
り
、
高
度
化
す
る
会
員
の
需
要

や
事
業
者
の
減
少
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る

商
工
会
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
中
山
市
長

は
「
商
工
業
の
活
性
化
は
当
市
に

と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
六
つ
の
商
工
会
が
一
つ
に
な

っ
て
、
よ
り
大
き
く
、
よ
り
引
き

締
ま
り
、
よ
り
強
く
な
る
こ
と
は

当
地
の
発
展
に
大
き
な
力
と
な
る
」

と
商
工
会
へ
の
期
待
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
い
て
開
か
れ
た
「
第
一

回
合
併
協
議
会
」
で
は
、
予
算
や

小
委
員
会
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

確
認
。
今
後
、
新
商
工
会
の
名
称

や
事
務
局
、
職
員
体
制
な
ど
詳
細

を
検
討
し
、
十
一
月
に
は
合
併
の

調
印
を
行
う
予
定
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

京都府内で初めてとなる広域合併をめざし、「合併

協議会発足式」であいさつを行う田中治協議会長 

７月８日に開かれた本年度の大会で、来年度

の開催に向け決意を表明された望月理事長 

　
近
畿
地
区
の
青
年
会
議
所
の

会
員
が
一
堂
に
会
す
る
「
近
畿

地
区
会
員
大
会
」
の
次
年
度
開

催
地
が
、
京
丹
後
市
に
決
定
し
、

七
月
八
日
に
開
か
れ
た
本
年
度

大
会
（
奈
良
県
橿
原
市
）
で
正

式
に
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
社
団
法
人
日
本

青
年
会
議
所
近
畿
地
区
協
議
会

の
主
催
に
よ
り
、
例
年
こ
の
時

期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

近
畿
六
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
府
四
県
）

内
か
ら
百
の
青
年
会
議
所
、
述

べ
三
千
人
も
の
青
年
経
済
人
が

集
結
す
る
大
規
模
な
大
会
。
二

〇
〇
七
年
度
の
大
会
は
、
社
団

法
人
京
丹
後
青
年
会
議
所
（
望

月
剛
理
事
長
）
の
み
な
さ
ん
が

主
管
と
し
て
企
画
・
運
営
さ
れ

ま
す
。 

　
市
役
所
内
で
行
っ

た
記
者
会
見
の
席
で
、

望
月
理
事
長
は
「
新

し
く
誕
生
し
た
『
京

丹
後
市
』
の
Ｐ
Ｒ
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
通
し
て
市

が
一
つ
に
ま
と
ま
る

と
と
も
に
、
市
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
誇
り
を
持
て
る

取
り
組
み
と
な
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ
成
功
さ

せ
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
中
山
市
長
は
「
三

千
人
も
の
若
い
経
済
人
の
み
な

さ
ん
と
市
内
の
各
種
産
業
界
の

み
な
さ
ん
の
接
点
の
持
て
る
場

で
あ
り
、
市
の
こ
れ
か
ら
の
産

業
振
興
、
地
域
社
会
の
活
性
化

を
進
め
る
機
会
と
し
て
た
い
へ

ん
意
義
深
く
、
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と

大
会
の
開
催
を
歓
迎
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
あ
わ
せ
て
京
丹
後

市
を
何
度
も
訪
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
市
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
た
め
、
市
役
所
内
と
し

て
も
部
局
を
越
え
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

3,000人の大規模大会 
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一
生
に
一
度
、
思
い
出
に
残
る
感
動
的
な

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
場
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
桂
由
美
さ
ん
な
ど
が
選
定
す
る

「
恋
人
の
聖
地
」
に
選
ば
れ
た
「
丹
後
あ
じ

わ
い
郷
」（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
、
若
い
カ
ッ
プ

ル
を
祝
う
「
幸
せ
の
鐘
」
と
「
銘
板
」
が
完

成
し
、
七
月
九
日
に
「
認
定
記
念
セ
レ
モ
ニ

ー
」
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
恋
人
の
聖
地
」
と
は
、
少
子
化
傾
向
を

憂
う
桂
由
美
さ
ん
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活

性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
結
婚
を
現

実
と
し
て
夢
見
る
こ
と
の
で
き
る
若
い
カ
ッ

プ
ル
を
育
て
る
と
と
も
に
、
地
域
に
新
た
な

魅
力
と
価
値
を
創
造
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
「
恋
人
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
全
国
の
観
光
地
の
中
か
ら
出
会
い
と
結

婚
の
象
徴
と
な
る
「
恋
人
の
聖
地
」
を
選
定
。

今
回
の
第
一
回
選
定
で
は
、
桂
由
美
さ
ん
や

女
優
の
菊
川
怜
さ
ん
な
ど
五
人
の
選
定
委
員

に
よ
っ
て
、「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
を
は
じ

め
、
長
崎
県
の
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
」、
岡
山

県
の
「
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
」
な
ど
国
内
二
十

か
所
と
海
外
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ル
チ
ニ
ャ
ー

ノ
が
「
聖
地
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
園
内
の
に
ぎ
わ
い

広
場
に
完
成
し
た
の
は
、
二
人
で
鳴
ら
せ
ば

願
い
ご
と
が
叶
う
と
さ
れ
る
金
色
に
輝
く
「
幸

せ
の
鐘
」
と
、
桂
由
美
さ
ん
直
筆
に
よ
る「
恋

人
の
聖
地
」
の
文
字
と
と
と
も
に
、「
二
人
の

出
会
い
を
祝
福
し
、
幸
せ
な
将
来
を
お
祈
り

し
ま
す
」
と
英
文
で
書
か
れ
た
「
銘
板
」。 

　
「
認
定
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」
で
は
、
来
場

者
八
人
の
除
幕
に
続
き
、
こ
の
た
び
婚
約
さ

れ
、
今
秋
に
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
で
結

婚
式
を
あ
げ
ら
れ
る
予
定
の
多
治
見
貴
之
さ

ん
（
大
宮
町
河
辺
）
と
松
尾
友
加
さ
ん
（
網

野
町
島
津
）
の
お
二
人
が
「
幸
せ
の
鐘
」
の

鳴
ら
し
初
め
を
行
い
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
で
は
今
後
、
桂

由
美
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
品
の
販
売
や
、
婚

約
セ
レ
モ
ニ
ー
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
、
大
好
き
な

あ
の
人
と
「
幸
せ
の
鐘
」

を
鳴
ら
し
ま
せ
ん
か
。 

今秋に「丹後あじわいの郷」
で結婚式をあげられる予定
の多治見貴之さんと松尾友
加さんが「幸せの鐘」の鳴
らし初めを行い、完成を祝
いました 

桂由美さんの自筆で刻まれた

銘板（「幸せの鐘」の下に設置） 

　
文
部
科
学
副
大
臣
で
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
の
馳
（
は
せ
）
浩
衆
議

院
議
員
が
、
七
月
十
日
・
十
一

日
の
両
日
、
地
方
の
が
ん
ば
っ

て
い
る
教
育
現
場
を
み
る
た
め
、

網
野
高
等
学
校
（
高
倉
宏
尚
校
長
・

六
百
三
十
二
人
）
と
網
野
北
小

学
校
（
坂
本
光
明
校
長
・
三
百

八
人
）
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

　
馳
さ
ん
は
、
星
稜
高
校
入
学

後
に
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ

を
は
じ
め
ら
れ
、
三
年
生
の
と

き
に
国
体
で
優
勝
。
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
五
輪
に
出
場
さ
れ
る
と
と

も
に
高
等
学
校
の
国
語
科
教
員

と
し
て
教
鞭
も
と
ら
れ
る
な
ど

異
色
の
経
歴
を
お
持
ち
で
す
。 

　
網
野
高
等
学
校
で
は
、
十
日

の
放
課
後
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の

練
習
に
参
加
。
馳
副
大
臣
と
ス

パ
ー
リ
ン
グ
で
汗
を
流
し
た
永

田
裕
城
さ
ん
（
三
年
生
）
は
「
自

分
の
弱
点
を
わ
か
り
や
す
く
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
光
栄
で
す
」
と
貴
重
な
体

験
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
翌
十
一
日
に
は
網
野

高
等
学
校
と
網
野
北
小
学
校
で

各
教
室
を
精
力
的
に
授
業
参
観

さ
れ
、
そ
の
後
の
京
都
府
や
市

の
教
育
関
係
者
と
の
意
見
交
換
で
、

馳
副
大
臣
は
「
教
育
現
場
の
か

た
に
は
と
て
も
ご
苦
労
を
お
か

け
し
て
い
る
。
授
業
を
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
教
員
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

児童といっしょに給食を食べ交流

を深められました（網野北小学校） 

レ
ス
リ
ン
グ
部
の
部
員
と
汗

を
流
さ
れ
た
馳
副
大
臣
（
右
）

　
　
　
　
（
網
野
高
等
学
校
） 

一生に一度、感動的なプロポーズ 一生に一度、感動的なプロポーズ 一生に一度、感動的なプロポーズ 

「恋人の聖地」・丹後あじわいの郷で“幸せの鐘”を鳴らしませんか 「恋人の聖地」・丹後あじわいの郷で“幸せの鐘”を鳴らしませんか 

馳
（
は
せ
）
文
部
科
学
副
大
臣
が
来
訪

馳
（
は
せ
）
文
部
科
学
副
大
臣
が
来
訪 

馳
（
は
せ
）
文
部
科
学
副
大
臣
が
来
訪 

地元児童があこがれのオペラ歌手と共演 地元児童があこがれのオペラ歌手と共演 
京丹後文化のまちづくり実行委員会事業　第５弾 

網
野
グ
リ
ー
ン
・
ク
ワ
イ
ア 

　
　
　
　
　
　
　

六
年
生
　
森
　
香
苗
さ
ん 

　
私
は
、
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
て
、
と

て
も
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。 

　
五
月
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
二
週
間
に
一

度
か
一
週
間
に
一
度
、
日
曜
日
に
集
ま
っ
て

練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
一
回
目
の
練
習
の

と
き
、
み
ん
な
す
ご
く
よ
く
歌
っ
て
い
て
す

ご
い
な
あ
と
思
っ
た
し
、
私
も
歌
い
や
す
か

っ
た
で
す
。
三
回
目
あ
た
り
に
な
る
と
、
細

か
い
と
こ
ろ
も
少
し
ず
つ
よ
く
し
て
い
く
よ

う
に
練
習
し
ま
し
た
。
暑
い
し
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
一
回
一
回
の
練
習
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。 

　
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
本
番
は
、
先
生
方
が

言
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
あ
っ
と
い
う
間

の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
で
も
舞
台
で
は
、

歌
い
出
し
が
そ
ろ
っ
た
か
ら
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。 

　
こ
の
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ほ
か
の

合
唱
団
の
人
た
ち
と
交
流
し
て
学
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
し
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
舞
台
に

立
て
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
　 

   

大
宮
児
童
合
唱
団
　 

　
　
　
　
　
六
年
生
　
河
島
　
賀
奈
子
さ
ん 

　
昨
日
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
一
部
の
二
番
目
に
出
ま
し
た
。

私
は
舞
台
に
あ
が
る
ま
で
、
ぜ
ん
ぜ
ん
き
ん

ち
ょ
う
し
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
実
際
に
舞

台
に
あ
が
る
と
、
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
会
場
に
た
く
さ
ん
の
人
が

い
た
か
ら
で
す
。
私
は
い
ま
ま
で
あ
ん
な
に

い
っ
ぱ
い
い
る
人
の
中
で
舞
台
に
あ
が
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
。
終
わ
っ
た
後
、
す

ご
く
た
く
さ
ん
の
は
く
手
が
も
ら
え
て
よ
か

っ
た
で
す
。
私
は
そ
の
と
き
、
五
月
ご
ろ
か

ら
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
し
て
き
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
た
ち
は
、「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
す
る
の
は
一
生

に
あ
る
か
な
い
か
だ
よ
」
と
い
い
ま
し
た
。

で
も
私
は
、
ま
だ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一
緒
に

共
演
し
た
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
す
ご
い

こ
と
か
わ
か
ら
な
い
で
す
。
で
も
、
み
ん
な

す
ご
い
こ
と
と
い
う
の
で
、
私
は
オ
ペ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
に
出
た
こ
と
や
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
人
た
ち
と
共
演
し
た
こ
と
を
、
い
い
思
い

出
と
し
て
わ
す
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。 

    

峰
山
少
年
少
女
合
唱
団
　 

　
　
　
　
　
五
年
生
　
岩
佐
　
幸
葵
子
さ
ん 

　
わ
た
し
は
、
初
め
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演

で
き
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た
か
ら
、

と
っ
て
も
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
で

す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
あ
う
な
ん
て
生
ま
れ

て
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
感
激
し
ま

し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
あ
っ
た
と
き
に
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
や
バ
イ
オ

リ
ン
や
フ
ル
ー
ト
が
、
近
く
で
見
れ
て
と
て

も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
歌
は
、
行

進
も
ぴ
っ
た
し
に
お
わ
っ
て
、
歌
も
成
功
し

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
経
験
が
で

き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
七
百
人
く
ら

い
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
、
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
オ
ペ
ラ

「
カ
ル
メ
ン
」
に
出
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

共
演
で
き
た
こ
と
を
一
生
の
思
い
出
に
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
共
演
し

た
い
で
す
。 

丹後ゆかりの歌手による　オペラコンサート 丹後ゆかりの歌手による　オペラコンサート 
　
文
化
の
薫
り
高
い
ふ
る
さ
と
「
京
丹
後
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
、「
京
丹
後
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実

行
委
員
会
」
の
第
五
弾
事
業
と
な
る「
丹
後
ゆ
か
り
の

歌
手
に
よ
る
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
七
月
九
日

に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
か

れ
、
迫
力
あ
る
生
の
舞
台
が
約
七
百
人
の
観
客
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
当
地
域
で
は
鑑
賞
機
会
の
少
な

い
プ
ロ
の
声
楽
家
の
本
格
的
な
舞
台
を
身
近
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
本
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
荒
田
祐
子

さ
ん
、
黒
田
博
さ
ん
、

松
本
晃
さ
ん
が
心
に

響
き
渡
る
歌
声
を
披

露
す
る
と
と
も
に
、

市
内
の
四
つ
の
少
年

少
女
合
唱
団
か
ら
募

っ
た
小
学
校
三
年
生

か
ら
中
学
校
二
年
生

ま
で
の
三
十
九
人
が

出
演
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、

振
り
付
き
で
歌
う
な

ど
、
慣
れ
な
い
オ
ペ

ラ
の
曲
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
こ
が
れ
の

声
楽
家
と
の
共
演
に

胸
を
と
き
め
か
せ
な

が
ら
、
見
事
な
歌
声

を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。 
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「京都府女性の船」で新たな一歩 
　
地
域
で
活
躍
す
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

「
第
二
十
六
回
京
都
府
女
性
の
船
」（
京
都
府
主
催
）

が
、
六
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
四
泊
五
日

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
府
内
の
各
地
か
ら
参
加
し

た
八
十
人
の
女
性
が
、
研
修
先
の
北
海
道
ま
た
道

中
の
船
上
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
見
識
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
同
事
業
に
は
京
丹
後
市
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
る
大
江
美
恵
子
さ
ん
（
丹
後
町

吉
永
）、
小
谷
妙
子
さ
ん
（
丹
後
町
竹
野
）、
田
中

千
寿
子
さ
ん
（
峰
山
町
赤
坂
）
、
藤
原
淳
子
さ
ん

（
大
宮
町
河
辺
）
の
四
人
が
参
加
。
分
科
会
や
交

流
会
を
通
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
課
題
や
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
江
さ
ん
は
「
府
内
の
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た

か
た
と
親
し
く
交
流
を
深
め
、
分
科
会
で
は
一
人

ひ
と
り
が
め
ざ
す
分
野
の
充
実
し
た
研
修
に
よ
り

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

経
験
は
『
宝
物
』
で
あ
り
『
心
の
糧
』
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
々
の
中
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
貴
重
な
体
験
の
感
想
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

中山市長に研修の報告をされた、 

田中千寿子さん、藤原淳子さん、大江美

恵子さん、小谷妙子さん（左から） 

市内から４人が参加 

京都府環境保全功労者表彰を受賞京都府環境保全功労者表彰を受賞京都府環境保全功労者表彰を受賞

月城　仁助さん 
　　　　　　（峰山町長岡）　　　　　　（峰山町長岡） 

峰山・長岡緑の少年団 
　　　　　　　　　　　　（峰山町長岡）　　　　　　　　　　　　（峰山町長岡） 

月城　仁助さん 
　　　　　　（峰山町長岡）　　　　　　（峰山町長岡） 

峰山・長岡緑の少年団 
　　　　　　　　　　　　（峰山町長岡）　　　　　　　　　　　　（峰山町長岡） 

月城　仁助さん 
　　　　　　（峰山町長岡） 

峰山・長岡緑の少年団 
　　　　　　　　　　　　（峰山町長岡） 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
「
峰
山
・
長
岡
緑
の
少
年
団
」

（
隅
倉
良
雄
団
長
・
三
十
一
人
）

は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

森
林
や
緑
の
学
習
を
通
し
て
、
自

然
や
社
会
を
愛
す
る
心
豊
か
な
人

に
育
っ
て
も
ら
お
う
と
、
峰
山
町

の
長
岡
地
区
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
平
成
二
年
六
月
に
設
立
。 

　
以
来
十
六
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

年
間
を
通
じ
緑
化
推
進
活
動
や
環

境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
、
毎
年
「
み
ど
り
の
日
」
に

は
、
森
林
を
守
り
育
て
る
た
め
の

「
緑
の
募
金
」
活
動
に
も
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
野
外
で
の
体
験
活
動
や

交
流
事
業
を
中
心
に
「
自
分
で
考

え
、
行
動
す
る
力
」
の
育
成
に
力

を
注
が
れ
、
ま
た
近
年
で
は
、
地

球
温
暖
化
問
題
に
も
取
り
組
ま
れ

る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る

「
京
丹
後
」
を
次
代
に
引
き
継
ぐ

取
り
組
み
を
数
々
行
わ
れ
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
り
受
賞
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
月
城
仁
助
さ
ん
は
、
平
成
七
年

度
か
ら
平
成
十
四
年
度
の
永
き
に

わ
た
り
「
京
都
府
鳥
獣
保
護
員
」

と
し
て
、
丹
後
地
方
の
鳥
獣
保
護

思
想
の
普
及
啓
発
や
狩
猟
者
の
指

導
・
取
り
締
ま
り
、
野
生
鳥
獣
の

生
息
調
査
な
ど
の
業
務
を
精
力
的

に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
現

在
ま
で
は
、「
京
都
府
緑
の
指
導
員
」

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
鳥
獣
保

護
員
」
の
業
務
に
加
え
、
林
地
開

発
行
為
お
よ
び
不
法
投
棄
の
情
報

収
集
、
山
火
事
の
予
防
啓
発
な
ど

の
業
務
を
、
適
切
か
つ
的
確
に
遂

行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
鳥
獣
の
判
別
お
よ
び
生

態
な
ど
に
つ
い
て
精
通
さ
れ
、
卓

越
し
た
見
識
で
、
野
生
鳥
獣
と
地

域
住
民
と
の
間
に
発
生
す
る
問
題

に
対
し
て
、
行
政
と
連
携
し
な
が

ら
適
切
に
対
処
す
る
な
ど
、
そ
の

顕
著
な
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受

賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

月城仁助さん（左） 
「峰山・長岡緑の少年団」 
　　　　　　隅倉良雄団長（右） 

第２回 京丹後市長杯争奪ゴルフ大会　◎団体戦（総合成績） 
　　優　勝　峰山町 
　　準優勝　久美浜町 
　　３　位　弥栄町 
　◎個人戦（グロスの部） 
　　優　勝　藪中登喜雄さん（峰山町） 
　　準優勝　坪倉正樹さん（弥栄町） 
　　３　位　小牧登さん（峰山町） 

　
「
第
二
回
京

丹
後
市
長
杯
争

奪
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
七
月
十
五
日
、

久
美
浜
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
員
の
親
睦

を
図
ろ
う
と
、

京
丹
後
市
ゴ
ル

フ
協
会
（
会
長

小
松
道
男
・
三

百
四
十
四
人
）

が
主
催
。
大
会

に
は
、
市
内
在

住
の
社
会
人
百

五
人
が
参
加
し
、

団
体
戦
で
は
町

ご
と
に
分
か
れ
、
市
長

杯
を
め
ざ
し
、
ス
コ
ア

ー
を
競
い
ま
し
た
。 

平成18年８月 平成18年８月 広報きょうたんご広報きょうたんご

17 16

おめでとうございます 世界大会・全国大会　出場決定！！ 

ご健闘をお祈りします 
（敬称略）（敬称略） 

おめでとうございます 世界大会・全国大会　出場決定！！ 

ご健闘をお祈りします 
（敬称略） 

レスリング世界選手権 
【９月25日～10月１日】 
【中華人民共和国　広州】 

女子59㎏級　　正田　絢子（網野町） 
フラットウォーターレーシング 

世界選手権大会 
【８月17日～８月20日】 

【ハンガリー】 
カヌー競技（カヤック） 
　　　　　　　　綱　あづさ（久美浜町） 
 
 
平成18年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
レスリング競技 

【８月２日～８月５日】 
【大阪府　岸和田市】 

個人対抗戦 
　74㎏級　　�巽　　真渉（３年生） 
第22回全国高校生 
グレコローマンスタイル選手権大会 

【８月17日～８月19日】 
【東京都　駒沢体育館】 

　55㎏級　　�荻野雄一郎（３年生） 
　60㎏級　　�岩木　淳彦（２年生） 
　74㎏級　　�巽　　真渉（３年生） 
 
 
平成18年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
カヌー　　  【８月５日～８月９日】 

【山梨県】 
カヤック　　　稲穂　愛美（２年生） 
　　　　　　　松本　理沙（２年生） 
　　　　　　　吉井　政貴（２年生） 
　　　　　　　上田　有紗（３年生） 
　　　　　　　北垣龍之輔（３年生） 
　　　　　　　小石原　巧（３年生） 
　　　　　　　小西　真琴（３年生） 
　　　　　　　平岡　崇弘（３年生） 
カナディアン　松田　充弘（２年生） 
　　　　　　　吉岡　司芳（２年生） 
　　　　　　　榎並　智也（３年生） 
　　　　　　　多賀野直人（３年生） 
 
 
全国高校定時制通信制卓球大会 

【８月１日～８月３日】 
【東京都　駒沢体育館】 

　個人　　　　　塩西　尚之（４年生） 
全国高校定時制通信制陸上競技大会 

【８月11日～８月13日】 
【東京都　国立霞ヶ丘陸上競技場】 
　400ｍ・200ｍ・100ｍ×4リレー 
　　　　　　　　給田　敦美（３年生） 

 
 
ジュニア世界レスリング選手権大会 

【８月27日～９月４日】 
【グアテマラ共和国　グアテラマシ】 
　48㎏級　　三村　冬子（２年生）
2006年アジア・カデット 
　　　　　レスリング選手権大会 

【８月７日～８月14日】 
【タイ　バンコク市】 

　69㎏級　　　高谷　惣亮（２年生） 
女子 
　46㎏級　　　堀内　　優（１年生） 
レスリング全日本 
　　　　高校選抜日韓交歓競技大会 

【９月５日～９月11日】 
【大韓民国】 

　69㎏級　　　高谷　惣亮（２年生） 
　84㎏級　　　永田　裕城（３年生） 
平成18年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
レスリング  【８月２日～８月５日】 

【大阪府　岸和田市】 
学校対抗戦　　岩渕麗史郎（１年生） 
　　　　　　　小石原拓馬（１年生） 
　　　　　　　半田　　守（１年生） 
　　　　　　　大谷　健輔（２年生） 
　　　　　　　岡田　　誠（２年生） 
　　　　　　　高谷　惣亮（２年生） 
　　　　　　　山根　将貴（２年生） 
　　　　　　　足達　康宏（３年生） 
　　　　　　　梅田　拓也（３年生） 
　　　　　　　永田　裕城（３年生） 
　　　　　　　松本　卓也（３年生） 
個人対抗戦 
　50㎏級　　　小石原拓馬（１年生） 
　66㎏級　　　高谷　惣亮（２年生） 
　84㎏級　　　永田　裕城（３年生） 
第22回全国高校生 
グレコローマンスタイル選手権大会 

【８月16日～８月19日】 
【東京都　駒沢体育館】 

個人対抗 
　50㎏級　　　大谷　健輔（２年生） 
　84㎏級　　　山根　将貴（２年生）

　84㎏級　　　永田　裕城（３年生） 

第12回全国高等学校 

　　　　女子レスリング選手権大会 

【８月16日～８月17日】 

【東京都　駒沢体育館】 

　43㎏級　　　明尾　弥紀（１年生） 

　46㎏級　　　堀内　　優（１年生） 

　50㎏級　　　三村　冬子（２年生） 

　54㎏級　　　伊藤友莉香（１年生） 

平成18年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
新体操団体  【８月７日～８月８日】 

【大阪府　八尾市】 
　　　　　　　松本　　晃（２年生） 
　　　　　　　植野　慎介（３年生） 
　　　　　　　尾瀬　恵太（３年生） 
　　　　　　　蒲田　弘貴（３年生） 
　　　　　　　坂根　祥之（３年生） 
　　　　　　　上古　貴大（３年生） 
　　　　　　　仙田　一眞（３年生） 
　　　　　　　富川　慎哉（３年生） 
平成18年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
ウエイトリフティング【８月５日～８月８日】 

【大阪府　羽曳野市】 
　62㎏級　　　　蒲田　卓幸（３年生） 
 
 
平成18年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
ウエイトリフティング【８月５日～８月８日】 

【大阪府　羽曳野市】 
　56㎏級　　　　友松　竜治（３年生） 
 
 
平成18年度 
全国高等学校女子 
ウエイトリフティング競技選手権大会 

【７月21日～７月23日】 
【兵庫県　明石市】 

　63㎏級　　　　稲岡　康奈（２年生） 

　鳥取小学校６年生の吉岡里美さん

が、「全国小学生学年別柔道大会」（８

月20日・富山県小杉町）の45㎏以下

級に、丹後で初めて出場されます。 

　吉岡さんは、小学校３年生から柔

道をはじめられ、この３年間でメキ

メキと力をつけ、６月11日に開かれ

た京都府予選で見事に優勝し、全国

大会への切符を手に入れました。 

峰山高等学校 

網野高等学校間人分校 

久美浜高等学校 

 加悦谷高等学校 

 網野高等学校 

 海洋高等学校 

中
山
市
長
に
出
場
報

告
を
さ
れ
る
吉
岡
里

美
さ
ん 

丹後で初丹後で初 

全国小学生学年別柔道大会に出場全国小学生学年別柔道大会に出場 

丹後で初 

全国小学生学年別柔道大会に出場 



あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

の
球
場
外
周
園
路
の
入
口
三
か
所
を
、
当
面

バ
リ
ケ
ー
ド
で
、
終
日
、
一
般
車
両
進
入
禁

止
と
す
る
措
置
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

　

な
お
、
球
場
外
周
園
路
の
夜
間
照
明
は
夏

季
に
つ
い
て
は
夜
十
時
、
冬
季
は
夕
方
六
時
、

そ
の
ほ
か
の
季
節
は
夜
八
時
半
に
消
灯
し
ま

す
の
で
、
同
公
園
の
園
道
を
夜
間
に
ご
利
用

い
た
だ
く
場
合
は
、
点
灯
時
間
内
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

【
都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課
】 

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
、 

市
場
化
に
つ
い
て 

　
効
率
化
ば
か
り
追
い
求
め
て
民
営
化
・
市

場
化
を
進
め
る
の
は
問
題
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
す
べ
て
の
住
民
に
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
お
金
を
媒
介
と
す
る
私
的
な
契
約
関
係
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
こ
と
を
市
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。
も
っ
と
住
民
に
具
体
的
に
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

【
無
記
名
】 

サ
ー
ビ
ス
の
公
益
性
を
踏
ま
え
た

運
営
が
必
要
と
考
え
ま
す 

　

市
の
行
財
政
を
改
革
す
る
方
策
の
一
つ
と

し
て
、
行
政
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
た
め
、
市
民
で
構
成
す
る
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
、
お
よ
び
市
職
員
で
構
成
す

る
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
議
論
を
重
ね
、

平
成
十
七
年
十
月
に
「
京
丹
後
市
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
推
進
に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
ま

し
た
。 

　

ま
た
、
本
指
針
に
沿
っ
て
、
現
在
市
の
行

う
業
務
の
総
点
検
を
し
、
平
成
十
八
年
二
月

に
「
京
丹
後
市
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　

市
で
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
や
国
の
財
政

状
況
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、
本
市
の
財
政

状
況
が
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度

化
す
る
中
で
、
今
後
、
限
ら
れ
た
財
源
や
職

員
を
必
要
な
施
策
に
配
分
す
る
た
め
に
は
、

行
財
政
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
官
と
民
の
役
割
分
担
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
改
革
の
考
え
方
と
し

て
、
「
民
間
に
任
せ
た
ほ
う
が
効
率
的
・
効

果
的
に
業
務
執
行
が
で
き
る
も
の
は
民
間
に

任
せ
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
す
べ
て
の
部
門

に
お
い
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、
現
在
行
政
内

部
で
行
っ
て
い
る
業
務
で
、
民
間
に
優
れ
た

担
い
手
が
あ
る
な
ら
ば
、
民
間
の
有
す
る
専

門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市
職
員
は

法
律
に
よ
り
行
政
職
員
で
し
か
で
き
な
い
業

務
な
ど
に
集
中
さ
せ
る
と
い
う
経
営
手
法
を

言
い
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
行
政
内
部

の
業
務
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

ず
、
業
務
の
必
要
性
・
実
施
方
法
に
つ
い
て
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
検

証
し
、
仮
に
業
務
自
体
の
必
要
性
が
失
わ
れ

て
い
る
場
合
に
は
廃
止
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
業
務

自
体
に
つ
い
て
は
必
要
性
が
あ
る
も
の
の
、

市
が
直
接
の
実
施
主
体
と
し
て
業
務
を
継
続

し
て
い
く
必
要
性
が
失
わ
れ
、
ま
た
は
減
少

し
て
い
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
が

最
も
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
主
体
と
な
り

得
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
民
営
化
や
民
間

委
託
な
ど
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
場
合
で
も
大
切
な
こ
と
は
「
効
率
化
」

が
先
走
り
す
ぎ
て
、
そ
の
た
め
に
本
来
の
公

益
性
を
決
し
て
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
市
が
管
理
・
評
価
を
続
け
確
保

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　

い
く
ら
民
間
委
託
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
サ
ー
ビ
ス
の
公
的
性
。
公
益
性
と
い
う

点
は
確
実
に
踏
ま
え
て
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
行
財
政
改
革
推
進
課
】 

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先をご記入い

ただいているかたにつきましては、直接お答えもさせて

いただいています。一方、お名前や住所などの連絡先の

記入のないものにつきましては、市のホームページおよ

び広報紙でお答えしています。ホームページには随時掲

載していますが、広報紙は月に１回の発行であり、どう

してもお答えを掲載するのに時間がかかってしまいます。

また、広報紙では紙面が限られているためご意見やお答

えを一部割愛して掲載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されていたご意見

では、ご意見の内容を確認させていただき、できる限り

正確でていねいな回答をお返しするように努めています。

お名前や連絡先などが記されていないご意見につきまし

ては、再質問的に何度もいただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やかにお返しするために、住

所をはじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入ください。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 

消
え
か
け
て
い
る
路
側
帯
の 

点
検
と
引
き
直
し
を 

　
路
側
帯
が
薄
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
見
え
な

い
よ
う
な
場
所
が
所
ど
こ
ろ
あ
り
ま
す
。
視

覚
に
障
害
の
あ
る
か
た
は
溝
に
落
ち
た
り
、

何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
路
側
帯
を
頼
り
に
歩
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
関
係
団
体
を
通
じ
て
白
線
を
引
き
直
す
運

動
は
、
以
前
か
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

な
か
な
か
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
道
路
の
中
央
線
と
か
横
断
歩
道
は
業
者
が

行
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
が
、
路
側
帯

を
個
人
が
濃
く
上
塗
り
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。 

【
市
内
・
男
性
】 

安
全
・
安
心
な
道
路
管
理
・
維
持 

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す 

　

道
路
は
一
般
交
通
に
用
す
る
社
会
資
本
と

し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
道
路

管
理
者
は
、
そ
の
安
全
か
つ
適
正
な
管
理
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
京
丹
後
市
で
は
、

職
員
に
よ
る
通
常
管
理
を
は
じ
め
、
関
係
団

体
や
地
元
区
要
望
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
計
画
的
な
道

路
修
繕
や
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
緊
急
を
伴
う
案
件
に
つ
い
て
は
適

宜
協
議
し
、
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

車
道
の
外
側
線
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
幹

線
道
路
以
外
の
市
道
で
は
薄
く
な
っ
た
箇
所

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
い
た
だ
い

た
意
見
を
十
分
参
考
に
し
て
道
路
の
修
繕
計

画
へ
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

な
お
、
個
人
で
の
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
は
、

た
と
え
善
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、

道
路
管
理
者
以
外
が
道
路
構
造
物
の
修
繕
な

ど
を
無
許
可
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

【
管
理
課
】 

久
美
浜
病
院
に
も
人
工
透
析
機
の 

導
入
を 

　
市
立
病
院
で
は
、
弥
栄
病
院
の
み
設
備
が

あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
京
丹
後
市
以

外
の
病
院
へ
片
道
数
十
分
か
け
て
車
で
通
う

必
要
の
あ
る
か
た
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
と

て
も
不
便
だ
と
思
い
ま
す
。
遠
距
離
の
通
院

は
体
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
近
い
と
こ
ろ

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
久
美
浜
病
院
に
も
透
析

機
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

弥
栄
病
院
に
あ
る
人
工
透
析
機
の 

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
　 

　

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
か
た
に
と
っ
て
、

透
析
医
療
機
関
の
存
在
は
た
い
へ
ん
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
遠
距
離
の
通

院
は
た
い
へ
ん
な
ご
苦
労
で
あ
り
、
よ
り
近

い
病
院
で
の
治
療
を
お
望
み
に
な
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
工
透
析
の
設
備
に
つ

き
ま
し
て
は
機
械
設
備
と
と
も
に
、
専
門
の

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
専
門
職
員
（
機

械
を
管
理
調
整
す
る
臨
床
工
学
士
、
専
任
看

護
師
）
が
必
要
で
す
。 

　

そ
の
た
め
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
設
備
と
専
門
職
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る

弥
栄
病
院
で
、
よ
り
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
医
療
改
革
推
進
政
策
監
】 

弥
栄
病
院
の
薬
は
い
つ
か
ら 

院
外
処
方
に
移
行
し
ま
す
か 

　
弥
栄
病
院
の
薬
は
、
い
つ
か
ら
病
院
以
外

の
薬
局
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
。 

 

同
じ
市
立
の
久
美
浜
病
院
で
は
、
去
年
か

ら
も
ら
え
る
の
に
、
こ
の
差
は
何
が
原
因
な

の
で
す
か
。 

【
無
記
名
】 

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
移
行 

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す 

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
久
美
浜
病
院
で
は
昨

年
十
一
月
か
ら
病
院
外
の
薬
局
で
薬
の
処
方

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

弥
栄
病
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
久
美
浜
病

院
と
は
薬
剤
処
方
箋
の
流
れ
な
ど
に
相
違
が

あ
り
、
現
行
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
い
き
な
り
院

外
処
方
箋
を
発
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

　
従
い
ま
し
て
、
処
方
箋
発
行
の
シ
ス
テ
ム

を
検
討
、
改
善
の
う
え
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
移
行
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

【
医
療
改
革
推
進
政
策
監
】 

峰
山
総
合
公
園
の
入
口
に
夜
間 

施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い 

　
最
近
健
康
の
た
め
に
夜
、
総
合
公
園
の
球

場
周
辺
を
歩
い
て
い
ま
す
。 

　
以
前
は
球
場
の
入
口
に
鍵
が
あ
り
、
車
の

出
入
り
は
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
鍵
が
な
く
、
夜
遅
く
歩
い
た
と
き
な
ど
、

球
場
奥
の
駐
車
場
な
ど
に
不
審
な
車
が
停
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
怖
い
感

じ
が
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

球
場
の
外
周
園
路
三
か
所
に 

バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
ま
す 

　

峰
山
総
合
公
園
入
口
の
施
錠
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
前
は
確
か
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
夜
間
利
用
（
年
中
、
夜
十

時
ま
で
）
や
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
利
用
の
必
要

性
か
ら
、
最
近
は
施
錠
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　

ま
た
、
球
場
周
辺
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
京
丹
後
警
察
署
で
、
球
場
裏
ま

で
を
パ
ト
ロ
ー
ル
エ
リ
ア
と
し
て
巡
回
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。 

　

ご
指
摘
の
球
場
裏
の
駐
車
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
時
を
除
い
て
、
日
中

で
も
利
用
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
前 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

８月の休館日 
14日（月）・21日（月）・28日（月） 

９月の休館日 
１日（金）・４日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の８月10日以降、次号発行日
の９月８日までを掲載しています。 

夏休み図書館に行こう夏休み図書館に行こう夏休み図書館に行こう
　学校に在学しているみなさんにとって、夏休みは一

年のうちで一番長い休みですが、実はその長さと夏の

暑さで気の抜けやすいときでもあります。 

　あと半月、あなたはどのように過ごしますか。図書

館にはさまざまなジャンルの本を置いています。ちょ

っと冒険して、いつもと違うジャンルの本を手にとら

れてはいかがでしょう。心に残るすてきな本と出会っ

て、思い出に残る夏にしましょう。 

　また、学習調べなどでわからないことがありました

ら、お気軽に図書館職員へお尋ねください。 

　図書館資料は、２週間の貸出期

間内でご利用いただいています。 

　延滞されますと、来館者のかた

の読書機会の妨げにもなりますので、

返却期限を守ってお早めにご返却

ください。 

峰山図書館に来られて窓の外の景色をご覧に

なったことはありますか？

空は広く、青空を飾るさまざまな種類の雲が

楽しめます。

心のオアシス・図書館で静かな時間をお過ご

しください。お待ちしています。

　『おまえうまそうだな』のティラノサウルスシリー

ズをご存知ですか。恐竜の中で最もどう猛で、大型肉

食とされるティラノサウルスですが、この本のとぼけ

た顔は、こわそうでいて笑えてしまう、そしてしんみ

り…いえいえ、そんなに真剣に読まないでください。 

　子どもに読んであげるときも、自分で読むときも、

どうぞ絵本を楽しんでください。　 

　　　　本書を所蔵している館 

　　　　　　峰山図書館・あみの図書館・大宮図書室 

　　　　　　弥栄図書室・丹後図書室・久美浜図書室 

　みなさんの「知りたい、調べたい、読みたい」の気持ちにお応えするために、図書館は図書提供サー

ビスの充実に努めています。 

　予約サービスは、利用者のかたの求める資料を提供するものです。その資料を所蔵している場合は、

返却され次第資料を確保し、予約されたかたへご連絡します。求められている資料を所蔵していない場

合は、新規購入や他館から借用し資料提供を行っていますので、お気軽に職員へ声をかけてください。 

返却は 

　お早めに 

峰山図書館の窓から見える風景写真 

おすすめの本おすすめの本おすすめの本

「おまえうまそうだな」 「おれはティラノサウルスだ」 

「きみはほんとうにステキだね」 「あなたをずっとずっとあいしてる」 

宮西達也　作・絵（ポプラ社） 

京都府登録天然記念物京都府登録天然記念物「アベサンショウウオ」の生息地 
国内希少野生動物国内希少野生動物 
京都府登録天然記念物「アベサンショウウオ」の生息地 
国内希少野生動物 

提供　アベサンショウウオを守る会 

「生息地保護区」の指定を受けた 

　　　　　善王寺・長岡地区のアベサンショウウオ 

　
京
都
府
登
録
天
然
記
念
物
に
登

録
さ
れ
、「
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
種
の
種
の
保
存
に
関
す

る
法
律
」
の
国
内
希
少
動
植
物
種

に
指
定
、
ま
た
環
境
省
の
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
絶
滅
危
惧
（
き

ぐ
）
種
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地

で
あ
る
、
大
宮
町
善
王
寺
と
峰
山

町
長
岡
の
両
地
区
の
一
三
・
一
㌶

が
、
環
境
省
の
「
生
息
地
保
護
区
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
両

生
類
の
一
種
で
体
長
十
セ
ン
チ

前
後
。

黒
褐
色
の
背
中
に
ヒ
ダ
、
灰
青
色

の
腹
に
水
色
の
斑
点
が
あ
る
と
と

も
に
、
前
足
に
指
が
四
本
、
後
ろ

足
に
指
が
五
本
あ
る
の
が
特
徴
で

す
。 

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に

大
宮
町
善
王
寺
に
お
い
て
、
全
国

で
初
め
て
発
見
さ
れ
、
日
本
産
の

小
型
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
類
の
中
で
、

も
っ
と
も
分
布
域
が
狭
く
、
丹
後

地
域
の
ほ
か
、
兵
庫
県
の
但
馬
地

域
、
福
井
県
の
嶺
南
地
域
、
石
川

県
加
賀
地
域
の
極
め
て
狭
い
地
域

に
し
か
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
「
生
息
地
保
護
区
」
の
指
定
は
、

希
少
野
生
動
植
物
種
の
生
息
・
生

育
環
境
の
保
全
を
図
る
も
の
で
、

同
指
定
は
全
国
で
九
地
区
目
。
ア

ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
と

し
て
は
兵
庫
県
豊
岡
市
の
日
高
町

に
次
い
で
二
地
区
目
と
な
り
ま
す
。 

　
同
保
護
区
内
で
は
、
開
発
行
為

な
ど
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
今
回

指
定
を
受
け
た
区
域
の
の
う
ち
三
・

九
㌶
は
、
産
卵
や
繁
殖
、
え
さ
場

な
ど
と
し
て
重
要
で
あ
る
「
管
理

地
区
」
と
し
て
指
定
。
建
築
物
な

ど
の
新
築
・
増
築
・
改
築
、
鉱
物

の
採
掘
や
土
石
の
採
取
な
ど
の
行

為
に
は
許
可
を
必
要
と
す
る
な
ど
、

生
息
地
の
保
全
に
国
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
面
積
要
件

な
ど
が
あ
り
ま
す
） 

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護

に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
五
年
に
旧

大
宮
町
の
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん

が
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守

る
会
」
を
設
立
。
生
息
地
の
保
全

に
力
を
注
が
れ
る
と
と
も
に
、
産

卵
の
よ
う
す
を
撮
影
す
る
な
ど
啓

発
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
き
ま
し
た
。 

　
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守

る
会
」
の
田
中
功
会
長
は
「
竹
の

勢
い
が
増
し
て
き
て
い
る
な
ど
、

保
水
力
の
低
下
が
著
し
い
。
保
護

区
の
指
定
を
受
け
、
今
ま
で
以
上

に
国
や
府
、
市
な
ど
と
協
議
を
進

め
保
護
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

生息地等保護区管理地区　指定区域（3.9ha） 

生息地等保護区　指定区域（3.9ha） 

【凡例】 

善王寺・長岡アベサンショウウオ 

生息地保護区　指定区域 

大宮町善王寺・峰山町長岡地区 大宮町善王寺・峰山町長岡地区 

環境省の「生息地保護区」に指定 環境省の「生息地保護区」に指定 

平成18年８月 平成18年８月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 

丹後ふるさと病院 

 　山西行造院長 

〜
心
臓
の
病
気
〜

〜
心
臓
の
病
気
〜 

〜
心
臓
の
病
気
〜 

     

　
私
た
ち
の
心
臓
は
、
普
通
の
か

た
で
は
こ
ぶ
し
大
の
大
き
さ
で
す

が
、
身
体
に
必
要
な
栄
養
や
酸
素

を
、
血
液
と
し
て
絶
え
ず
運
ぶ
た

め
の
ポ
ン
プ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
一
日

で
、
六
〜
八
㌧
、

言
い
換
え
れ
ば

一
㌧
ト
ラ
ッ
ク

六
台
〜
八
台
分

の
血
液
を
毎
日

送
り
出
し
て
い

ま
す
。
運
動
を

行
え
ば
、
さ
ら

に
多
く
の
血
液

を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
安
静

時
の
五
倍
〜
六
倍
近
い
血
液
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
よ
く

働
く
心
臓
で
す
が
、
心
臓
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
が
起
こ
っ
て
き
ま

す
。 

　
例
え
ば
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
の

筋
肉
の
壁
に
穴
が
開
い
て
い
る
病

気
や
、
高
血
圧
の
た
め
に
心
臓
肥

大
に
な
る
病
気
、
た
ば
こ
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
病
で
心
臓
の

周
り
に
あ
る
冠
状
動
脈
に
動
脈
硬

化
が
生
じ
て
な
る
狭
心
症
や
、
心

筋
こ
う
そ
く
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
心
臓
の
弁
膜

が
傷
つ
き
心
臓
弁
膜
症
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た

原
因
は
違
っ
て
も
そ
の
病
気
の
結

果
、『
心
臓
の
働
き
が
十
分
で
な
く

な
っ
た
状
態
』
を
心
不
全
と
呼
び

ま
す
。 

   

　
心
臓
の
働
き
を
低
下

さ
せ
る
病
気
に
は
、
た

く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
現
在
、
な
り

や
す
く
て
大
事
な
病
気
は
、
狭
心

症
と
心
筋
こ
う
そ
く
、
不
整
脈
、

そ
し
て
心
不
全
で
す
。 

 

■ 

狭
心
症
、
心
筋
こ
う
そ
く 

　
狭
心
症
、
心
筋
こ
う
そ
く
は
、

心
臓
の
冠
状
動
脈
に
動
脈
硬
化
症

を
き
た
し
、
そ
の
冠
状
動
脈
が
血

液
を
流
し
に
く
く
な
る
こ
と
に
よ

り
発
症
し
ま
す
。 

　
心
臓
は
、
ポ
ン
プ
の
役
割
を
果

た
す
筋
肉
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た

め
、
十
分
な
働
き
を
す
る
た
め
に

は
冠
状
動
脈
か
ら
血
液
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
冠
状
動
脈
が
、
七
割
〜
八
割
狭

く
な
っ
て
く
る
と
狭
心
症
が
発
症

し
ま
す
。
運
動
中
に
胸
が
苦
し
く

な
っ
た
り
、
朝
方
の
歩
行
時
な
ど

に
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
と
き

に
は
、
そ
こ
ま
で
狭
く
な
ら
な
い

で
も
、
血
管
に
少
し

の
動
脈
硬
化
症
を
起

こ
す
だ
け
で
そ
の
血

管
が
け
い
れ
ん
し
、

一
時
的
に
縮
む
こ
と

に
よ
り
血
液
の
流
れ

が
悪
く
な
っ
て
生
じ

る
狭
心
症
も
あ
り
ま

す
。
冠
攣
（
か
ん
れ

ん
）
縮
性
狭
心
症
（
安

静
時
狭
心
症
）
と
言

わ
れ
、
夜
間
や
早
朝
な
ど
、
あ
る

決
ま
っ
た
時
間
に
起
こ
り
や
す
い

性
質
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
心
筋
こ
う
そ
く
は
、
冠

状
動
脈
に
急
に
血
の
塊
（
血
栓
）

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
冠
状
動

脈
の
血
液
が
全
く
流
れ
な
く
な
り

発
症
す
る
病
気
で
す
。
心
筋
こ
う

そ
く
の
発
症
は
、
動
脈
硬
化
が
少

し
ず
つ
進
行
し
て
発
症
す
る
こ
と

は
む
し
ろ
少
な
く
、
軽
度
の
冠
状

動
脈
の
動
脈
硬
化
症
か
ら
急
に
起

こ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。（
心
筋
こ
う
そ
く
症
に
な
っ

た
か
た
の
六
割
以
上
が
、
冠
状
動

脈
が
半
分
以
下
の
狭
窄
（
き
ょ
う

さ
く
・
狭
く
す
ぼ
ま
る
こ
と
）
の

血
管
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
） 

　
血
管
の
壁
が
急
に
裂
け
て
、
そ

こ
に
た
ち
ま
ち
血
栓
が
で
き
て
、

心
筋
こ
う
そ
く
が
発
症
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
冠
状
動
脈

に
多
か
れ
少
な
か
れ
動
脈
硬
化
症

の
変
化
が
で
き
る
た
め
に
生
ず
る

病
気
が
、
狭
心
症
や
心
筋
こ
う
そ

く
で
す
。 

　
虚
血
性
心
疾
患 

　
①
狭
心
症
　
労
作
性
狭
心
症 

 

　
　
　
　
　
冠
攣
縮
性
狭
心
症 

　
　
　
　
　
　
（
安
静
時
狭
心
症
） 

　
②
心
筋
こ
う
そ
く
　 

　
急
性
心
筋
こ
う
そ
く
は
、
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
で
発
症
六
時
間
以
内

で
あ
れ
ば
血
栓
を
取
り
除
き
、
血

管
を
広
げ
る
治
療
が
一
般
的
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
に
よ
り
救
命
率
が
高
く
な
り
、

そ
の
後
の
経
過
も
以
前
に
比
べ
る

と
た
い
へ
ん
良
好
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
狭
心
症
も
薬
に
よ
る
治

療
を
行
う
と
と
も
に
、
血
管
の
状

態
に
よ
っ
て
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

や
バ
イ
パ
ス
手
術
を
行
い
ま
す
。 

　
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
管
拡
張

術
は
、
最
近
十
数
年
間
で
画
期
的

な
進
歩
が
あ
り
、
さ
ら
に
ス
テ
ン

ト
と
言
わ
れ
る
器
具
を
血
管
に
留

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
よ

い
治
療
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
薬
を
し
み
こ
ま
せ
た
器
具
（
ス

テ
ン
ト
）
に
よ
っ
て
、
血
管
の
再

狭
窄
を
防
ぐ
こ
と
が
最
近
二
、
三

年
の
間
に
可
能
に
な
っ
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
狭
心
症
治
療
に
と
っ

て
画
期
的
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
一
方
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
不

十
分
な
場
合
、
急
性
心
筋
こ
う
そ

く
や
狭
心
症
に
対
し
バ
イ
パ
ス
手

術
が
行
わ
れ
ま
す
。
手
術
の
負
担

を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
た
い
へ

ん
優
れ
た
バ
イ
パ
ス
手
術
の
方
法

が
最
近
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

合
併
症
を
持
っ
た
か
た
や
高
齢
者

の
か
た
に
も
安
全
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
が
い
い
の
か
、
バ
イ
パ
ス
手
術

が
い
い
の
か
は
、
外
科
医
と
内
科

医
が
相
談
し
、
一
人
ひ
と
り
の
病

気
の
状
態
か
ら
み
て
最

も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る

方
法
を
選
択
し
ま
す
。 

 

■ 

不
整
脈 

　
心
臓
の
病
気
の
中
の

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
も

の
と
し
て
、
脈
の
乱
れ

と
し
て
み
ら
れ
る
不
整

脈
が
あ
り
ま
す
。 

　
心
臓
は
正
常
で
は
、

規
則
正
し
く
一
分
間
に

六
〇
回
〜
一
〇
〇
回
の

拍
動
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。
心
臓
の
筋
肉
は
、

電
気
的
な
刺
激
で
筋
肉

が
収
縮
す
る
こ
と
で
動

い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

電
気
的
な
刺
激
は
心
臓

の
右
心
房
の
洞
結
節
（
ど

う
け
っ
せ
つ
）
と
言
わ

れ
る
刺
激
を
出
す
と
こ

ろ
で
生
じ
、
刺
激
伝
導

系
と
言
わ
れ
る
神
経
を
伝
わ
り
、

心
臓
の
筋
肉
全
体
に
伝
わ
っ
て
い

き
ま
す
。 

　
電
気
の
刺
激
が
正
常
な
洞
結
節

以
外
の
と
こ
ろ
で
生
じ
た
り
、
正

常
な
刺
激
の
伝
わ
る
方
向
と
は
違

っ
た
経
路
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り

脈
が
乱
れ
、
心
臓
の
働
き
に
異
常

を
お
こ
し
て
く
る
状
態
を
不
整
脈

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
不
整
脈
の
ほ
と
ん
ど
は
治
療
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
動
悸
（
ど

う
き
）
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
心
電
図
を
と
り
、
時
に
は
一

日
中
心
電
図
を
記
録
し
て
不
整
脈

を
検
査
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
は
放

置
し
て
も
健
康
障
害
を
き
た
さ
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
胸
が
ど
き
ど
き
す
る
な

ど
の
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
や
、

不
安
感
が
強
い
と
き
に
は
、
自
覚

症
状
を
改
善
す
る
目
的
で
薬
を
使

用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
ほ
と
ん
ど
は
無
害
な
も
の
ば
か

り
の
不
整
脈
で
す
が
、
中
に
は
さ

ら
に
詳
し
い
検
査
や
治
療
が
必
要

な
危
険
な
不
整
脈
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
不
整
脈
の
中
に
は
、

脈
が
極
端
に
遅
く
な
る
徐
脈
と
い

わ
れ
る
場
合
と
、
急
に
脈
が
速
く

な
る
頻
脈
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

脈
が
不
規
則
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

　
脈
が
、
一
分
間
に
四
〇
回
以
下

の
よ
う
に
極
端
に
遅
く
な
り
、
ふ

ら
つ
き
や
立
ち
く
ら
み
、
息
切
れ

が
生
じ
た
と
き
に
は
、
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
と
言
わ
れ
る
機
械
を
取
り

付
け
る
こ
と
に
よ
り
治
療
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。 

　
脈
が
反
対
に
、
急
に
一
分
間
に

一
五
〇
回
以
上
な
ど
速
く
な
っ
た

場
合
に
は
、
薬
や
電
気
シ
ョ
ッ
ク

で
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
で
は
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
心

臓
の
一
部
を
カ
テ
ー
テ
ル
で
焼
く

こ
と
に
よ
り
不
整
脈
を
お
こ
り
に

く
く
す
る
治
療
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
最
近
で
は
、
急
に
脈
が

速
く
な
る
不
整
脈
の
中
で
も
、
元

の
心
臓
の
筋
肉
が
た
い
へ
ん
傷
ん

で
い
る
場
合
に
は
突
然
死
の
危
険

性
も
高
く
な
る
の
で
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
機

械
を
取
り
付
け
て
治
療
す
る
こ
と

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
脈
が
乱
れ
る
不
整
脈
の

中
で
心
房
細
動
と
言
わ
れ
る
不
整

脈
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
か
か
り
や
す
く
な
る

と
と
も
に
、
こ
の
不
整
脈
の
た
め

に
心
臓
の
中
に
血
栓
が
で
き
て
脳

に
飛
び
脳
こ
う
そ
く
に
な
っ
た
り
、

足
の
血
管
に
飛
び
血
管
が
詰
ま
る

こ
と
に
よ
り
動
脈
塞
栓
症
で
足
が

壊
疽
（
え
そ
）
に
な
る
な
ど
、
重

篤
な
病
気
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
心
房
細
動
の
発
症
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
薬
で
発
症
を
抑
え
る

場
合
と
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
よ

　 

心
臓
の
は
た
ら
き
と
病
気

心
臓
の
は
た
ら
き
と
病
気 

心
臓
の
は
た
ら
き
と
病
気 

心
臓
の
主
な
病
気

心
臓
の
主
な
病
気 

心
臓
の
主
な
病
気 
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り
左
心
房
と
肺
静
脈
の
つ
な
ぎ
の
部
分
を
焼

く
こ
と
も
行
わ
れ
ま
す
が
、
ほ
か
の
頻
脈
治

療
の
場
合
ほ
ど
う
ま
く
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
脈
拍
数
を
抑
え
る
こ
と
と
、
心

臓
の
中
に
血
栓
を
で
き
に
く
く
す
る
薬
を
使

っ
て
治
療
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
で

す
。
　 

■ 

心
不
全
　 

　
心
臓
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
た
め
に
、
十

分
血
液
を
運
べ
な
く
な
っ
た
状
態
が
心
不
全

で
す
。
　 

　
心
不
全
の
症
状
　
　 

（
１
）
急
性
心
不
全
と
慢
性
心
不
全 

　
心
不
全
は
、
急
激
に
心
臓
の
働
き
が
悪
く

な
る
急
性
心
不
全
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

少
し
ず
つ
心
臓
が
悪
く
な
っ
て
生
ず
る
慢
性

心
不
全
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

（
２
）
急
性
心
不
全
の
症
状
は
、
夜
中
に
急

に
息
が
苦
し
く
な
っ
て
目
が
覚
め
、
座
る
と

楽
に
な
る
症
状
や
、
急
に
息
が
で
き
な
く
な

る
ほ
ど
苦
し
く
な
り
冷
や
汗
を
か
い
た
り
、

顔
色
が
悪
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
お
こ
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
に

は
一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
病

院
で
診
察
を
受
け
、
治
療
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

（
３
）
慢
性
心
不
全
は
、
体
重
が
急
に
増
え

て
き
た
り
、
足
が
む
く
ん
で
き
た
り
、
今
ま

で
で
き
て
い
た
運
動
が
で
き
な
く
な
る
。
例

え
ば
坂
道
を
歩
く
こ
と
が
息
苦
し
く
て
で
き

な
く
な
る
な
ど
の
症
状
で
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

す
。
心
臓
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
た
か
た
が

風
邪
を
ひ
い
た
り
、
病
院
で
も
ら
っ
て
い
た

薬
を
勝
手
に
止
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、

慢
性
心
不
全
が
悪
化
し
て
こ
の
よ
う
な
症
状

が
出
て
き
ま
す
。 

　
心
不
全
の
治
療
と
予
防
　
　
　 

（
１
）
心
不
全
の
薬 

　
最
近
の
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
心
不
全
の

治
療
は
た
い
へ
ん
よ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

薬
も
心
不
全
の
悪
化
を
防
止
し
、
改
善
で
き

る
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
適
切

な
薬
を
う
ま
く
使
う
こ
と
で
、
心
臓
が
悪
く

て
も
普
通
の
か
た
に
近
い
生
活
を
送
る
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
酸
素

療
法
も
心
不
全
悪
化
の
予
防
に
い
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
酸
素
療
法
が

必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
積
極
的

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

（
２
）
心
臓
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
る
か
た

は
、
必
要
な
薬
は
き
ち
ん
と
飲
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
勝
手
に
止
め
た
り
す
る
と
心
不
全

が
悪
化
し
ま
す
。
ど
う
し
て
も
止
め
た
い
と

思
っ
た
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
よ

く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
決
し
て
勝
手
に
止

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
風
邪
を
ひ
い

た
り
、
塩
辛
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、

激
し
い
運
動
を
や
り
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
心

不
全
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
邪

は
、
早
め
に
手
当
て
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
食
事
内
容
や
運
動
に
つ
い
て
は
、
ど

の
程
度
ま
で
な
ら
心
配
な
い
の
か
、
医
師
と

よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
は
、
心

臓
が
悪
い
と
運
動
制
限
を
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
心
臓
病
の
状
態

に
応
じ
て
適
切
な
運
動
を
勧
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
心
不
全
が
お
こ
り
に
く
く
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

適
切
な
入
浴
も
心
不
全
の
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
よ
り
勧
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

（
３
）
心
不
全
の
原
因
と
な
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
心
臓
病
の
治
療
と
予
防 

　
心
不
全
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
元
の

心
臓
の
病
気
を
で
き
る
だ
け
治
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
狭
心
症
や
心
筋

こ
う
そ
く
に
な
っ
た
か
た
は
、
冠
状
動
脈
の

狭
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
そ
の
血
管

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
臓
の
働
き
が
よ

く
な
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
検
査
を
受
け
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
冠
状

動
脈
を
広
げ
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
、
血
管

を
つ
な
ぐ
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
ま
た
、
心
臓
弁
膜
症
で
弁
膜
の

修
復
が
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
の
手
術
を
受

け
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
心
臓
の
筋
肉
が
た
い
へ
ん
弱
っ
て

き
た
と
き
に
は
、
右
心
室
と
左
心
室
の
働
き

を
整
え
、
協
調
し
て
働
く
よ
う
に
す
る
た
め

の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療
も
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

　
何
よ
り
も
高
血
圧
症
や
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
の
治
療
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
や
、
適

切
な
運
動
、
食
事
療
法
を
行
う
こ
と
で
動
脈

硬
化
症
を
予
防
し
、
心
臓
病
の
悪
化
を
防
ぐ

こ
と
が
た
い
へ
ん
大
切
で
す
。 

丹
後
中
央
病
院
が
笹
田
昌
孝
教
授
を
招
き

丹
後
中
央
病
院
が
笹
田
昌
孝
教
授
を
招
き

　
　
　
　
　
　
　
初
の
特
別
講
演
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
初
の
特
別
講
演
会
を
開
催

丹
後
中
央
病
院
が
笹
田
昌
孝
教
授
を
招
き

　
　
　
　
　
　
　
初
の
特
別
講
演
会
を
開
催

真
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

真
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

真
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

スポーツ傷害予防教室2006

ケガをしないスポーツをしよう！ ケガをしないスポーツをしよう！ 

説
明
後
は
、
理
学
療
法
士

の
指
導
の
も
と
実
際
に
テ

ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
実
演
講

習
も
受
け
ま
し
た 

これからの地域医療

について話された 

笹田昌孝教授 

笹田教授の講演に熱心に耳を傾ける参加者の

みなさん 

　
ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
る
生
徒
の
ケ
ガ
が
多
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
対
処
法
な
ど
を
知
っ
て
も

ら
い
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ
ブ
活
動
を

し
て
も
ら
お
う
と
、
七
月
六
日
、
峰
山
高
等

学
校
（
岡
田
道
男
校
長
・
八
六
三
人
）
で
体

育
系
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
生
徒
を
対
象
に
し

た
「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
教
室
二
〇
〇
六
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ク
ラ
ブ
活
動
後
援
会
（
小
牧

文
麿
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
弥
栄

病
院
の
医
師
や
理
学
療
法
士
が
全
面
協
力
し
、

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
。 

　
教
室
に
は
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

陸
上
部
な
ど
十
五
の
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
生

徒
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
生
徒
た
ち
は
、

ケ
ガ
と
応
急
処
置
、
予
防
対
策
な
ど
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
の
詳
し
い
説
明
を
メ
モ

に
と
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
全
国
的
な
医
師
不
足
を
背
景
に
、「
医

師
不
足
に
負
け
な
い
土
壌
づ
く
り
」
を

め
ざ
そ
う
と
、
京
都
大
学
医
学
部
の
笹

田
昌
孝
教
授
を
講
師
に
招
き
、
七
月
十

日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山

町
杉
谷
）
で
「
健
康
づ
く
り
と
医
療
人

の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
「
特
別
講
演

会
」
が
財
団
法
人
丹
後
中
央
病
院
の
主

催
に
よ
り
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
会
に
は
、
丹
後
地
域
の
医
療
に

従
事
す
る
医
師
や
看
護
師
、
事
務
職
員

な
ど
約
二
百
人
が
参
加
。
医
療
従
事
者

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
患
者
さ
ん
本
位
の

医
療
を
す
す
め
る
た
め
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。 

　
笹
田
教
授
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
京

都
大
学
大
学
院
を
修
了
後
、
ア
メ
リ
カ
・

コ
ロ
ラ
ド
大
学
に
留
学
。
京
都
大
学
第

一
内
科
助
手
を
経
て
、
昭
和
六
十
二
年

に
同
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
教

授
に
就
任
。
現
在
は
、
同
大
学
保
健
学

科
長
や
血
液
学
会
な
ど
各
学
会
の
理
事

と
し
て
精
励
。
ま
た
、
京
都
大
学
に
医

学
部
保
健
学
科
を
立
ち
上
げ
、
日
本
に

お
け
る
望
ま
し
い
医
療
の
具
体
化
に
向

け
た
医
療
教
育
と
体
制
の
構
築
、
さ
ら

に
真
の
健
康
づ
く
り
を
京
都
大
学
か
ら

広
く
発
信
す
る
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
講
演
会
で
は
「
真
の
健
康
づ
く
り
に

は
病
院
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
行
政
も

目
標
を
共
有
し
、
一
緒
に
な
っ
て
、
優

れ
た
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
す
す
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
、
高
度
医
療
を
実

現
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

弥栄病院 
 産科外来を再開 

京丹後市立弥栄病院（☎65-2003） 

(平成18年７月18日現在） 

 

午前 

午後 

水 

 

◎ 

金 

 

◎ 

木 

◎ 

火 

◎ □ 

月 

□ 

◎ □ 

　

四
月
か
ら
休
止
し
て
い
ま
し
た
市
立
弥
栄
病

院
の
産
科
外
来
診
療
が
、
再
開
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　

診
療
対
象
は
、
十
月
二
日
以
後
に
出
産
予
定

の
妊
婦
さ
ん
で
す
。
た
だ
し
、
よ
り
安
全
な
お

産
の
た
め
、
初
産
や
高
齢
出
産
、
妊
婦
さ
ん
に

合
併
症
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
府
立
与
謝
の
海

病
院
で
お
産
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

診
察
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
か
ら
実
施
し
て
い
た
婦
人

科
系
の
疾
患
に
つ
い
て
の
診
察
は
、
週
一
〜
二

回
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
診
療
の
都
合
上
、
止

む
を
得
ず
日
程
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
電
話
等
で
ご
確
認

の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

今
回
の
診
療
再
開
は
、
京
都
府
な
ど
関
係
機

関
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
府
は

こ
の
四
月
に
創
設
し
た
、「
医
師
バ
ン
ク
制
度
」

を
初
め
て
適
用
し
、
医
師
派
遣
の
実
現
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
医
師
は
府
立
医

科
大
学
を
は
じ
め
、
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
、

第
二
赤
十
字
病

院
か
ら
派
遣
い

た
だ
く
と
と
も

に
、
緊
急
時
な

ど
は
、
府
立
与

謝
の
海
病
院
か

ら
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
受
け
ま

す
。 

備　　　　　考 

◎印　妊婦（お産）を対象とした外来 

□印　婦人科疾患を対象とした外来 

弥栄病院 
 産科外来を再開 

診　療　日　程　表 
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人口・世帯数 

男　　　31,075人 

女　　　33,472人 

計　　　64,547人 

世帯数　22,058世帯 

　　（７月１日現在） 

夏本番！！ 市内各地で海開き 

無事故とにぎわいを願い祈願 

　
夏
本
番
の
到
来
を
告
げ
る

「
海
開
き
」
が
、
七
月
一
日

に
行
わ
れ
、
市
内
の
海
水
浴

場
が
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。 

　
小
天
橋
海
水
浴
場
（
久
美

浜
町
湊
宮
）
で
午
前
十
一
時

か
ら
行
わ
れ
た
「
小
天
橋
海

水
浴
場
海
開
き
式
典
」
に
は
、

観
光
協
会
や
商
工
会
、
地
元

の
代
表
な
ど
約
五
十
人
が
参

列
。
蛭
児
（
ひ
る
こ
）
神
社
の
田
中
宮
司
に
よ
る
海
を
清
め

る
神
事
に
続
き
、
参
列
者
の
代
表
が
玉
ぐ
し
を
捧
げ
シ
ー
ズ

ン
中
の
無
事
故
を
祈
る
と
と
も
に
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

待
望
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
湊
小
学
校
（
泉
司
校
長
）
の
全
児
童

五
十
四
人
が
三
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
、
砂
像
づ
く
り
の
コ
ン
テ

ス
ト
も
行
わ
れ
、「
京
丹
後
の
夏
」
の
到
来
を
に
ぎ
や
か
に
喜

び
ま
し
た
。 

　
小
天
橋
観
光
協
会
の
川

英
昭
会
長
は
「
安
心
・
安
全
を

第
一
に
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
協
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

久美浜でキスの投げ釣り大会 久美浜でキスの投げ釣り大会 久美浜でキスの投げ釣り大会 久美浜でキスの投げ釣り大会 

大物ねらって、ナイス・キャスト！大物ねらって、ナイス・キャスト！大物ねらって、ナイス・キャスト！大物ねらって、ナイス・キャスト！

勢
い
よ
く
竿
を
振
る
参
加
者
。

錘
り
を
約
一
二
〇
メ
ー

ト
ル

の
距
離

ま
で
飛
ば
す
そ
う
で
す 

　
キ
ス
釣
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
七
月
九
日
、
小
天
橋

海
水
浴
場
か
ら
浜
詰
海
水
浴
場
ま
で
の
北
近
畿
一
と
さ

れ
る
約
六
㌔
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
で
、
「
第
三

十
八
回
ク
ラ
ブ
対
抗
キ
ス
投
げ
釣
り
選
手
権
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
全
日
本
サ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
連
盟

（
岩
田
政
文
会
長
・
約
五
千
人
）
の
主
催
に
よ
り
開
か

れ
、
毎
年
多
く
の
釣
り
愛
好
家
が
参
加
。
例
年
は
、
鳥

取
砂
丘
な
ど
の
広
い
砂
浜
の
あ
る
場
所
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
釣
り
具
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
大
会
が
た
び

た
び
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
も
釣
り
大
会
の
会

場
と
し
て
知
ら
れ
る
丹
後
で
本
大
会
を
開
催
し
よ
う
と
、

同
連
盟
大
阪
協
会
の
推
薦
を
い
た
だ
き
、
今
回
初
め
て

京
丹
後
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
当
日
は
、
十
八
の
協
会
か
ら
三
百
六
十
人
が
参

加
。
釣
り
会
場
の
小
天
橋
や
箱
石
浜
、
浜
詰
な
ど
の
砂

浜
で
は
、
ね
ら
い
の
ポ
イ
ン
ト
目
が
け
て
釣
り
竿
を
力

一
杯
振
る
姿
が
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
役
員
の
か
た
は
「
丹
後
は
好
漁
場
な
の

で
、
来
年
以
降
も
、
ぜ
ひ
丹
後
で
開
催
し
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

湊
小
学
校
の
児
童
が
砂
像
を
つ

く
り
海
開
き
を
祝
い
ま
し
た 
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